
 

 

千葉県身体障害認定基準 

 

（目的） 

第１条 身体障害者の障害程度の認定は、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号。

以下「法」という。）、身体障害者福祉法施行令（昭和２５年政令第７８号）、身体障害者

福祉法施行規則（昭和２５年厚生省令第１５号）、千葉県身体障害者福祉法施行細則（昭

和６２年千葉県規則第５２号）及びこの基準に定めるところにより行う。 

 

（障害の定義） 

第２条 障害認定の対象となる障害は、法別表に規定する「永続する」障害とする。 

 この場合、「永続する」障害とは、その障害が将来とも回復する可能性が極めて少ない

ものであれば該当するものであり、将来にわたって障害程度が不変のものに限らないも

のである。 

 

（加齢現象、意識障害を伴うものの障害認定） 

第３条 法の目的は身体障害者の更生援護であり、この場合に「更生」とは必ずしも経済

的、社会的独立を意味するものではなく、日常生活能力の回復をも含む広義のものであ

ることから、加齢現象に伴う身体障害及び意識障害を伴う身体障害についても、日常生

活能力の回復の可能性又は身体障害の程度に着目することによって認定を行うものとす

る。 

 なお、意識障害の場合の障害認定は、常時の医学的管理を要しなくなった時点におい

て行う。 

 

（知的障害等をもつ者の障害認定） 

第４条 身体障害の認定に当たっては、知的障害等の有無にかかわらず、法別表に掲げる

障害を有すると認められる者は法の対象として取り扱う。 

 ただし、身体機能の障害が明らかに知的障害等に起因する場合は、原則として認定の

対象としない。 

 

（乳幼児及び児童の障害認定） 

第５条 乳幼児に係る障害認定は、障害の種類に応じて、障害の程度を判定することが可

能となる年齢（概ね満３歳）以降に行うことを原則とするが、３歳未満であっても四肢

の欠損等のように障害程度が明らかな場合又は客観的データにより障害程度が判定可能

な場合は認定を行う。 

 ただし、本認定基準は主として１８歳以上の者を想定しているので、児童の場合は年

齢を考慮して妥当と思われる等級を認定する。 

 

（再認定を要する者の障害認定） 

第６条 身体障害の認定に当たり、その者（児）が治療や訓練を行うことによって将来障

害が軽減されると予想される場合は、残存すると予想される障害の限度で認定する。 



 

 

 なお、前条の規定により乳幼児又は児童の身体障害の認定を行う場合で発育に伴い将

来障害程度に変化が予想されるものについても、同様に残存すると予想される障害の限

度でその障害を認定する。 

２ 前項の規定により認定を行う場合は、原則として将来再認定を要するものとし、再

認定を要する時期については当該認定日から１年以上５年以内の期間内で決定する。 

 

（７級の障害認定） 

第７条 ７級の障害は、一つのみでは認定の対象としないが、７級の障害が二つ以上重複

する場合又は７級の障害が６級以上の障害と重複する場合は、認定の対象とする。 

 

（重複障害の障害等級） 

第８条 二つ以上の障害が重複する場合の障害等級は、次により認定する。 

１ 障害等級の認定方法 

 （１）二つ以上の障害が重複する場合の障害等級は、重複する障害の合計指数に応じて、

次により認定する。 

合計指数 認定等級 

１８以上 １ 級 

１１以上１８未満 ２ 級 

  ７以上１１未満 ３ 級 

  ４以上 ７未満 ４ 級 

  ２以上 ４未満 ５ 級 

  １以上 ２未満 ６ 級 

 

 （２）合計指数の算定方法 

  ア 合計指数は次の等級別指数表により各々の障害の該当する等級の指数を合計した

ものとする。 

認定等級 指 数 

１ 級 １８ 

２ 級 １１ 

３ 級 ７ 

４ 級 ４ 

５ 級 ２ 

６ 級 １ 

７ 級 0.5 

 

  イ 合計指数算定の特例 

    同一の上肢又は下肢に重複して障害がある場合の当該一上肢又は一下肢に係る合

計指数は、機能障害のある部位（機能障害が２か所以上あるときは上位の部位とす

る。）から上肢又は下肢を欠いた場合の障害等級に対応する指数の値を限度とする。 



 

 

 

 （例１） 

  右上肢のすべての指を欠くもの   ３級  等級別指数 ７ 

    〃  手関節の全廃       ４級    〃   ４ 

                         合計 １１ 

    上記の場合、指数の合計は１１となるが次の障害の指数が限度となるため合計指

数は７となる。 

    右上肢を手関節から欠くもの   ３級  等級別指数 ７ 

 

 （例２） 

  左上肢の肩関節の全廃       ４級  等級別指数 ４ 

    〃  肘関節の全廃       ４級  等級別指数 ４ 

    〃  手関節の全廃       ４級  等級別指数 ４ 

                         合計 １２ 

 

    上記の場合、指数の合計は１２となるが次の障害の指数が限度となるため合計指

数は１１となる。 

    左上肢を肩関節から欠くもの   ２級  等級別指数 １１ 

 

２ 認定上の留意事項 

 （１）音声機能障害、言語機能障害及びそしゃく機能障害の重複については１の認定方

法を適用しない。 

 （２）体幹機能障害と下肢機能障害は原則として１の認定方法を適用するが、例えば、

神経麻痺で起立困難なもの等同一又は密接に関連する原因・疾病による障害につい

ては体幹及び下肢の機能障害として重複認定すべきではなく、体幹又は下肢の単独

の障害として認定する。 

 （３）聴覚障害と音声・言語機能障害が重複する場合は、１の認定方法を適用する。 

   例えば、聴力レベル 100dB 以上の聴覚障害（２級指数 11）と音声・言語機能の喪失

（３級指数 7）の障害が重複する場合は１級（合計指数 18）とする。 

 （４）７級の障害は、等級別指数を 0.5 とし、６級以上の障害と同様に取り扱って合計

指数を算定する。 

 （５）上記の指数加算方式により障害程度認定を行う必要があると認める場合には、診

断書総括表中の等級意見欄の余白に各障害部位別に障害程度等級の意見を記載す

ることが必要である。 

 

３ その他 

  上記により認定される障害等級が著しく均衡を欠くと認められるものについては、千

葉県社会福祉審議会の意見を聞くものとする。 

 

 



 

 

（個別障害の認定） 

第９条 法別表に規定する個別の障害種目に係る障害認定については、別に定める障害程

度等級表解説（以下「等級表解説」という。）により認定を行う。 

  ２ 別記様式「障害の状態及び所見」のうち、法別表に規定する障害種目ごとに必要

な頁を診断書総括表に添付すること。 

 

（障害程度審査委員会） 

第１０条 前条の規定により個別の障害種目に係る障害程度の認定を行うに当たり、法第

１５条第１項に規定する指定医師の意見による障害程度等級と等級表解説により判定さ

れる等級に差異がある場合又は等級表解説により判定される等級で認定することが著し

く均衡を欠く場合など、特に医学的判定を要するものについては、障害程度審査委員会

設置要綱に基づく障害程度審査委員会の意見を聞くものとする。 

 

（その他留意事項） 

第１１条 身体障害の認定に当たっては、前条までのほか等級表解説において個別の障害

種目の認定に係る定めがない限り、以下の表に留意するものとする。 

 

問 答 

(１)遷延性意識障害者に対する身体障害

者手帳の交付に関して、日常生活能力の

回復の可能性を含めて、どのように取り

扱うのが適当か。 

 

 

 

 

 

(２)加齢現象に伴う身体障害及び意識障

害を伴う身体障害にも、日常生活能力の

可能性、程度に着目して認定することは

可能と思われるが、以下の場合について

はどうか。 

ア．老衰により歩行が不可能となった場合

等でも、歩行障害で認定してよいか。 

イ．脳出血等により入院加療中の者から、

片麻痺あるいは四肢麻痺となり、体幹の

痙性麻痺及び各関節の屈曲拘縮、著しい

変形があり、寝たきりの状態である者か

ら手帳の申請があった場合、入院加療中

であることなどから非該当とするのか。 

(１)遷延性意識障害については、一般的に回

復の可能性を否定すべきではなく、慎重に

取り扱うことが必要である。 

  また、原疾患についての治療が終了し、

医師が医学的、客観的な観点から機能障害

が永続すると判断できるような場合は、認

定の対象となるものと考えられる。 

 

(２) 

ア．加齢のみを理由に身体障害者手帳を交付

しないことは適当ではなく、身体障害者の

自立と社会経済活動への参加の促進を謳っ

た身体障害者福祉法の理念から、近い将来

において生命の維持が困難となるような場

合を除き、認定基準に合致する永続する機

能障害がある場合は、認定できる可能性は

ある。 

イ．入院中であるなしにかかわらず、原疾患

についての治療が終了しているのであれ

ば、当該機能の障害の程度や、永続性によ

って判定することが適当である。 

 



 

 

(３)アルツハイマー病に起因した廃用性

障害により、寝たきりの生活となり、全

面的に介助を要する状態にある場合、二

次的な障害として障害認定することは可

能か。 

 

 

 

 

 

 

(４)満３歳未満での障害認定において、四

肢欠損等の障害程度や永続性が明らかな

場合以外でも、認定できる場合があるの

か。 

  また、その際の障害程度等級は、どの

ように決定するのか。（現場では、満３歳

未満での申請においては、そもそも診断

書を書いてもらえない、一律最下等級と

して認定されるなどの誤解が見受けられ

る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)満３歳未満での障害認定において、 

ア．医師の診断書（総括表）の総合所見に

(３)アルツハイマー病に限らず、老人性の認

知症候群においては、精神機能の衰退に起

因する日常生活動作の不能な状態がある

が、この疾病名をもって身体障害と認定す

ることは適当ではない。 

  ただし、関節可動域の制限や筋力低下等

の状態が認定基準に合致し、永続するもの

である場合には、二次的であるか否かにか

かわらず、当該身体機能の障害として認定

することは可能である。 

 

(４)医師が確定的な診断を下し難い満３歳

未満の先天性の障害等については、障害程

度が医学的、客観的データから明らかな場

合は、発育により障害の状態に変化が生じ

る可能性があることを前提に、 

 ① 将来再認定の指導をした上で、 

 ② 障害の完全固定時期を待たずに、 

 ③ 常識的に安定すると予想し得る等級

で、障害認定することは可能である。 

  また、このような障害認定をする際に

は、一律に最下級として認定する必要はな

く、御指摘の 

 ① 満３歳未満であることを理由に、医師

が診断書を書かない。 

 ② 満３歳未満で将来再認定を要する場合

は、とりあえず最下等級で認定してお

く。 

 などの不適切な取扱いのないよう、いず

れの障害の認定においても注意が必要であ

る。 

  なお、再認定の詳細な取扱いについて

は、「身体障害者障害程度の再認定の取り扱

いについて」（平成 12 年 3 月 31 日障第 276

号厚生省大臣官房障害保健福祉部長通知）

を参照されたい。 

 

(５) 

ア．障害程度や永続性が明確な症例において

は、再認定の指導を要さない場合もあり得



 

 

おいて、「将来再認定不要」と診断してい

る場合は、発育による変化があり得ない

と判断し、障害認定してかまわないか。 

イ．また、診断書に「先天性」と明記され

ている脳原性運動機能障害の場合など、

幼少時期の障害程度に比して成長してか

らの障害程度に明らかな軽減が見られる

場合もあるが、「先天性」と「将来再認定」

の関係はどのように考えるべきか。 

 

 

 

 

 

(６)医師が診断書作成時に、将来再認定の

時期等を記載する場合としては、具体的

にどのような場合が想定されているの

か。 

 

 

 

 

 

(７)身体障害者福祉法には国籍要件がな

いが、実際に日本国内に滞在している外

国人からの手帳申請に関しては、どのよ

うに取り扱うべきか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８)診断書（総括表）に将来再認定の要否

や時期が記載されている場合は、手帳本

体にも有効期限等を記載することになる

のか。 

るが、発育等による変化があり得ると予想

されるにもかかわらず、再認定が不要ある

いは未記載となっている場合には、診断書

作成医に確認をするなどして、慎重に取り

扱うことが必要である。 

イ．１歳未満の生後間もない時期の発症によ

るものについては、発症時期が明確に定ま

らないために「先天性」とされる場合があ

る。先天性と永続性は必ずしも一致しない

ことから、申請時において将来的に固定す

ると予想される障害の程度をもって認定

し、将来再認定の指導をすることが適切な

取扱いと考えられる。 

 

(６)具体的には以下の場合であって、将来、

障害程度がある程度変化することが予想さ

れる場合に記載することを想定している。 

ア．発育により障害程度に変化が生じること

が予想される場合 

イ．進行性の病変による障害である場合 

ウ．将来的な手術により、障害程度が変化す

ることが予想される場合   等 

 

(７)日本で暮らす外国人の場合は、その滞在

が合法的であり、身体障害者福祉法第１条

等の理念に合致するものであれば、法の対

象として手帳を交付することができる。 

  具体的には、住民基本台帳によって居住

地が明確であり、かつ在留資格（ビザ）が

有効であるなど、不法滞在に該当しないこ

とが前提となるが、違法性がなくとも「短

期滞在」や「興行」、「研修」などの在留資

格によって一時的に日本に滞在している場

合は、手帳交付の対象とすることは想定し

ていない。 

 

(８)診断書の将来再認定に関する記載事項

は、再認定に係る審査の事務手続き等に要

するものであり、身体障害者手帳への記載

や手帳の有効期限の設定を求めるものでは



 

 

 

(９)心臓機能障害３級とじん臓機能障害

３級の重複障害の場合は、個々の障害に

おいては、等級表に２級の認定はないが、

総合２級として手帳交付することは可能

か。 

 

(10)複数の障害を有する重複障害の場合、

特に肢体不自由においては、指数の中間

的な取りまとめ方によって等級が変わる

場合があるが、どのレベルまで細分化し

た区分によって指数合算すべきか。 

 （例） 

右手指全欠  ３級(7)  特例3級 3級 

右手関節全廃 ４級(4)   (7)  (7) 

左手関節著障 ５級(2)   (2) 

右膝関節軽障 ７級(0.5)   (0.5)   

左足関節著障 ６級(1)   (1)  (1) 

視力障害   ５級(2)   (2)  (2) 

（指数合計）  16.5   12.5   10 

 ＊この場合、６つの個々の障害の単純合

計指数は 16.5 であるが、指数合算の特

例により右上肢は３級（指数７）とな

り、指数合計 12.5 で総合２級とするの

か、あるいは肢体不自由部分を上肢不

自由と下肢不自由でそれぞれ中間的に

指数合算し、３つの障害の合計指数 10

をもって総合３級とするのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ない。 

(９)それぞれの障害等級の指数を合計する

ことにより、手帳に両障害名を併記した上

で２級として認定することは可能である。 

 

 

 

(10)肢体不自由に関しては、個々の関節や手

指等の機能障害の指数を、視覚障害や内部

障害等の指数と同列に単純合算するのでは

なく、原則として「上肢、下肢、体幹」あ

るいは「上肢機能、移動機能」の区分の中

で中間的に指数合算し、さらに他の障害が

ある場合には、その障害の指数と合算する

ことで合計指数を求めることが適当であ

る。 

  指数合算する際の中間とりまとめの最小

区分を例示すると、原則的に下表のように

考えられ、この事例の場合は３級が適当と

考えられる。 

合計指数 中間指数 障害区分 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 視力障害 

 視野障害 

 聴覚障害 

 平衡機能障害 

 音声･言語･そしゃく機能障害 

 肢

体

不

自

由 

上肢機能障害 

下肢 
移動機能 

体幹 

 心臓機能障害 

 じん臓機能障害 

 呼吸器機能障害 

 ぼうこう又は直腸機能障害 

 小腸機能障害 

 免疫機能障害(HIV) 

 肝臓機能障害 

  ただし、認定基準の第８条第１号（２）



 

 

 

 

 

 

 

(11)脳血管障害に係る障害認定の時期に

ついては、発症から認定までの観察期間

が必要と考えるがいかがか。 

  また、その場合、観察期間はどの位が

適当か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12)肢体不自由や内臓機能の障害などの

認定においては、各種の検査データと動

作、活動能力等の程度の両面から判定す

ることになっているが、それぞれの所見

に基づく等級判定が一致しない場合は、

より重度の方の判定をもって等級決定し

てよいか。 

  あるいは、このような場合に優先関係

等の考え方があるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イの「合計指数算定の特例」における上肢

又は下肢のうちの一肢に係る合計指数の上

限の考え方は、この中間指数のとりまとめ

の考え方に優先するものと考えられたい。 

 

(11)脳血管障害については、四肢の切断や急

性疾患の後遺障害などとは異なり、どの程

度の機能障害を残すかを判断するために

は、ある程度の観察期間が必要と考えられ

る。しかしながら、その期間については一

律に定められるものではなく、障害部位や

症状の経過などにより、それぞれの事例で

判断可能な時期以降に認定することとな

る。 

  なお、発症後３か月程度の比較的早い時

期での認定においては、将来再認定の指導

をするなどして慎重に取り扱う必要があ

る。 

 

(12)いずれの障害においても、検査データと

活動能力の評価の間に著しい不均衡がある

場合は、第一義的には診断書作成医に詳細

を確認するか、又は判断可能となるための

検査を実施するなどの慎重な対処が必要で

あり、不均衡のまま重度の方の所見をもっ

て等級決定することは適当ではない。 

  また、活動能力の程度とは、患者の症状

を表すものであって医学的判定といえず、

これを障害程度の判定の基礎とすることは

適当ではない。したがって、活動能力の程

度については、検査数値によって裏付けら

れるべきものとして考えられたい。 

  しかしながら、障害の状態によっては、

検査数値を得るための検査自体が本人に苦

痛を与える、又は状態を悪化させるなど、

検査の実施が極めて困難な場合には、医師

が何らかの医学的、客観的な根拠をもって、

活動能力の程度を証明できる場合には、こ

の活動能力の程度をもって判定を行うこと

も想定し得る。 



 

 

 

(13)身体障害者手帳の交付申請にあたり、

身体障害者診断書・意見書は診断日から

どれくらいの期間を有効と考えるか。 

 

(13)直近の検査所見による診断によって、適

切な認定を行う必要があることから、交付

申請日（市町村の受付日）と身体障害者診

断書・意見書の診断日が原則として６か月

以内のものを有効と考える。 

 

 附則 この基準は、平成１５年４月１日から適用する。 

 附則 この基準は、平成１９年３月１日から適用する。 

 附則 この基準は、平成２２年４月１日から適用する。 

 附則 この基準は、平成２６年４月１日から適用する。ただし、同年３月３１日までに

身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第１項に規定する医師の

診断書及び同条第３項に規定する意見書が作成された場合であって、同年４月１日

から同年６月３０日までに申請のあったものについては、改正前の基準により認定

することとする。 

 附則 この基準は、平成２７年４月１日から適用する。 

 附則 この基準は、平成２８年４月１日から適用する。 

附則 この基準は、平成３０年４月１日から適用する。ただし、同年３月３１日までに

身体障害者福祉法第１５条第１項に規定する医師の診断書及び同条第３項に規定

する意見書が作成された場合については、改正前の基準により認定することとする。 

附則 この基準は、平成３０年７月１日から適用する。ただし、同年６月３０日までに

身体障害者福祉法第１５条第１項に規定する医師の診断書及び同条第３項に規定

する意見書が作成された場合については、改正前の基準により認定することとする。 

附則 この基準は、平成３１年３月２６日から適用する。ただし、同年３月２５日まで

に身体障害者福祉法第１５条第１項に規定する医師の診断書及び同条第３項に規

定する意見書が作成された場合については、改正前の基準により認定することする。 
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限

が
あ

る
。

 
（４

級
） 

  
  

  
  

 □
 そ

の
他

 
    

  
  

  
ｃ
 

参
考

と
な

る
検

査
所

見
 

ア
 

各
器

官
の

一
般

的
検

査
 

 〈
参

考
〉 

各
器

官
の

観
察

点
 

・ 
口

唇
・下

顎が
く

：運
動

能
力

、
不

随
意

運
動

の
有

無
、

反
射

異
常

又
は

病
的

反
射

 
・ 

  
  

舌
 
 
 
：形

状
、

運
動

能
力

、
反

射
異

常
 

・ 
軟

口
蓋が

い

：挙
上

運
動

、
反

射
異

常
 

・ 
声

  
  

 帯
：内

外
転

運
動

、
梨

状
窩か

の
唾だ

液
貯

溜
 

  
  

  
  

 ○
 所

 見
（上

記
の

枠
内

の
「各

器
官

の
観

察
点

」に
留

意
し

、
異

常
の

部
位

、
内

容
、

程
度

等
を

詳
細

に
 

記
載

す
る

こ
と

。
） 

      
  

  
  

  
  

イ
 

嚥え
ん

下
状

態
の

観
察

と
検

査
 

 
 〈

参
考

１
〉 

各
器

官
の

観
察

点
 

 ・
 口

腔く
う

内
保

持
の

状
態

 
  

  
  

・ 
口

腔く
う

か
ら

咽い
ん

頭
へ

の
送

り
込

み
の

状
態

 
  

  
  

・ 
喉こ

う

頭
挙

上
と

喉こ
う

頭
内

腔く
う

の
閉

鎖
の

状
態

 
  

  
  

・ 
食

道
入

口
部

の
開

大
と

流
動

物
（b

ol
us

）の
送

り
込

み
 

 〈
参

考
２
〉 

摂
取

で
き

る
食

物
の

内
容

と
誤

嚥え
ん

に
関

す
る

観
察

点
 

  
  

  
・ 

摂
取

で
き

る
食

物
の

内
容

（固
形

物
、

半
固

形
物

、
流

動
食

） 
  

  
  

・ 
誤

嚥え
ん

の
程

度
（毎

回
、

２
回

に
１
回

程
度

、
数

回
に

１
回

、
ほ

と
ん

ど
無

し
） 

 

  
 

 
 

 
 

○
 観

察
・検

査
の

方
法

 
  

 
 

 
 

 
 

□
 エ

ッ
ク

ス
線

検
査

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 ）
 

  
 

 
 

 
 

 
□

 内
視

鏡
検

査
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）
 

  
 

 
 

 
 

 
□

 そ
の

他
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

） 
   

  
  

  
 ○

 所
 見

（上
記

の
枠

内
の

<参
考

１
>と

<参
考

２
>の

観
察

点
か

ら
、

嚥え
ん

下
状

態
に

つ
い

て
詳

細
に

記
載

 
  

 
 
 
 
 
 
 

す
る

こ
と

。
） 

      

  
 ②

 咬
こ

う

合
異

常
に

よ
る

そ
し

ゃ
く

機
能

の
障

害
 

  
 

 
  

 a
  

障
害

の
程

度
 

  
 

 
 

 
 □

 著
し

い
咬こ

う

合
障

害
が

あ
り

、
歯

科
矯

正
治

療
等

を
必

要
と

す
る

。
 

（４
級

） 
□
 

そ
の

他
 

    
ｂ
 

参
考

と
な

る
検

査
所

見
（咬

こ
う

合
異

常
の

程
度

及
び

そ
し

ゃ
く

機
能

の
観

察
結

果
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

ア
 

咬こ
う

合
異

常
の

程
度

（そ
し

ゃ
く

運
動

時
又

は
安

静
位

咬こ
う

合
の

状
態

を
観

察
す

る
。

） 

     
 

 
 

 
 

 
 

イ
 

そ
し

ゃ
く

機
能

（口
唇

・口
蓋が

い

裂
で

は
、

上
下

顎が
く

の
咬こ

う

合
関

係
や

形
態

異
常

等
を

観
察

す
る

。
） 

    
 
（２

） 
そ

の
他

（今
後

の
見

込
み

等
） 

      
[ 

記
入

上
の

注
意

 ]
 

   
(１

) 
聴

力
障

害
の

認
定

に
当

た
っ

て
は

、
ＪＩ

Ｓ
規

格
に

よ
る

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
で

測
定

す
る

こ
と

。
 

  
 

  
 ｄ

Ｂ
値

は
、

周
波

数
 ５

０
０
，

１
０
０
０
，

２
０
０
０
Ｈ

ｚに
お

い
て

測
定

し
た

値
を

そ
れ

ぞ
れ

 ａ
，

ｂ
，

ｃ
 と

し
た

場
合

、
 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
 の

算
式

に
よ

り
算

定
し

、
ａ
，

ｂ
，

ｃ
の

う
ち

い
ず

れ
か

一
つ

又
は

二
つ

に
お

い
て

１
０
０
ｄ
Ｂ

の
音

が
 

 

聴
取

で
き

な
い

場
合

は
、

当
該

ｄ
Ｂ

値
を

１
０
５
ｄ
Ｂ

と
し

て
当

該
算

式
を

計
上

し
、

聴
力

レ
ベ

ル
を

算
定

す
る

こ
と

。
 

  
(２

) 
歯

科
矯

正
治

療
等

の
適

応
の

判
断

を
要

す
る

症
例

に
つ

い
て

は
、

「歯
科

医
師

に
よ

る
診

断
書

・意
見

書
」(

別
様

 
  

 
 式

）の
提

出
を

求
め

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

  
(３

) 
小

腸
機

能
障

害
を

併
せ

も
つ

場
合

に
つ

い
て

は
、

必
要

と
さ

れ
る

栄
養

摂
取

の
方

法
等

が
、

ど
ち

ら
の

障
害

に
よ

 
  

  
  

る
も

の
で

あ
る

か
等

に
つ

い
て

詳
細

に
診

断
し

、
該

当
す

る
障

害
に

つ
い

て
認

定
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

 

ａ
＋

２
ｂ

＋
ｃ

 

４
 

 



別
紙

 

歯
科
医
師
に
よ
る
診
断
書
・
意
見
書

 

氏
名
 

年
 
  
月

  
 日
生
 

男
・
女

 

住
所
 

現
症
 

 原
因
疾
患
名
 

治
療
経
過

 

 今
後
必
要
と
す
る
治
療
内
容
 

 
(
1)
歯
科
矯
正
治
療
の
要
否
 

 
 

 
(
2)
口
腔
外
科
的
手
術
の
要
否

 

  
(
3)
治
療
完
了
ま
で
の
見
込
み
 

向
後

  
  
 
 年

 
  
 
  
月

 

現
症
を
も
と
に
上
記
の
と
お
り
申
し
述
べ
る
。
併
せ
て
以
下
の
意
見
を
付
す
。
 

障
害
の
程
度
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
別
表
に
掲
げ
る
障
害
に
 

・
 
該
当
す
る
 

・
 
該
当
し
な
い
 

  
 
 年

  
 
 月

  
 
 日

  

 

   
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 

病
院
又
は
診
療
所
の

 

名
称
、
所
在
地
 

標
榜
診
療
科
名

 

歯
科

医
師

名
 

○印



肢
体
不
自
由
の
状
態
及
び
所
見
 

神
経
学
的
所
見
そ
の
他
の
機
能
障
害
（
形
態
異
常
）
の
所
見
（
該
当
す
る
も
の
を
○
で
囲
み
、
下
記
空
欄
に

追
加
所
見
を
記
入
。）

 

１
 
感
覚
障
害
（
下
記
図
示
）
 ：

 な
し
・
感
覚
脱
失
・
感
覚
鈍
麻
・
異
常
感
覚
 

２
 
運
動
障
害
（
下
記
図
示
）
 ：

 な
し
・
弛し

緩
性
麻
痺ひ

・
痙け

い

性
麻
痺ひ

・
固
縮
・
不
随
意
運
動
 

し
ん
せ
ん
・
運
動
失
調
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
起
因
部
位
 
 
 
 
 
  
 ：

 脳
・
脊せ

き

髄
・
末

梢し
よ

う

神
経
・
筋
肉
・
骨
関
節
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）
 

４
 
排
尿
・
排
便
機
能
障
害
  
 ：

 な
し
・
あ
り
 

５
 
形
態
異
常
 
 
 
 
 
  
 ：

 な
し
・
あ
り
（
脳
・
脊せ

き

髄
・
四
肢
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
））

 

 参
考
図
示
 

     

右
 

 
左
 

 
上
肢
長

cm
 

 

 
下
肢
長

cm
 

 

 
上
腕
周
径

cm
 

 

 
前
腕
周
径

cm
 

 

 
大
腿た
い

周
径

cm
 

 

 
下
腿た
い

周
径

cm
 

 

 
握
力

kg
 

 

            

   

計
測
法
 

上
肢
長
：
肩
峰
→
橈と

う

骨
茎
状
突
起
 
 
 
 
前
腕
周
径
：
最
大
周
径
 

下
肢
長
：
上
前
腸
骨
棘し

→
（
脛け

い

骨
）
内
踝か

 
大
腿た

い

周
径
：
膝
蓋

し
つ
が

い

骨
上
縁
１
０
ｃ
ｍ
の
周
径
 

（
小
児
等
の
場
合
は
別
記
）
 

上
腕
周
径
：
最
大
周
径
 
 
 
 
 
 
 
 
下
腿た

い

周
径
：
最
大
周
径

 

 

動
作
・
活
動
  
 

 
自
立
－
○
  
半
介
助
－
△
  
全
介
助
又
は
不
能
－
×
  
（
  
）
の
中
の
も
の
を
使
う
時
に
は
そ
れ
に
○
 

寝
返
り
を
す
る
 

 
シ
ャ
ツ
を
着
て
脱
ぐ
 

 

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
を
留
め
る
 

 

あ
し
を
投
げ
出
し
て
座
る
（
背
も
た
れ
）
 

 
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
脱
ぐ
（
自
助
具
）
 

 

椅
子
に
腰
掛
け
る
（
背
も
た
れ
）
 

 
ブ
ラ
ッ
シ
で
歯
を
磨
く
（
自
助
具
）
 

右
 

左
 

立
ち
上
が
る
（
手
す
り
・
壁
・
杖
・
装
具
）
 
 

顔
を
洗
い
タ
オ
ル
で
拭
く
 

 

立
つ
 

（
手
す
り
・
 壁

・
杖
・
松
葉
杖
・
義
肢
・
 

装
具
）
 

両
方
 

タ
オ
ル
を
絞
る
 

 
右
 

左
 

家
の
中
の
移
動
 

（
壁
・
杖
・
松
葉
杖
・
義
肢
・
装
具
・
 

車
椅
子
）
 

 
と
じ
ひ
も
を
結
ぶ
 

 

背
中
を
洗
う
 

 

洋
式
便
器
に
座
る
 

 
二
階
ま
で
階
段
を
上
っ
て
下
り
る
 

（
手
す
り
・
杖
・
松
葉
杖
）
 

 
排
泄
の
後
始
末
を
す
る
 

 

（
は
し
で
）
食
事
を
す
る
（
ス
プ
ー
ン
・
 

自
助
具
）
 

右
 

屋
外
を
移
動
す
る
（
家
の
周
辺
程
度
）
 

（
杖
・
松
葉
杖
・
車
椅
子
）
 

 
左
 

コ
ッ
プ
で
水
を
飲
む
 

右
 

公
共
の
乗
物
を
利
用
す
る
 

 
左
 

 注
 

身
体

障
害

者
福

祉
法

の
等

級
は

機
能

障
害

(
i
m
p
a
i
r
m
e
n
t
)
の

レ
ベ

ル
で

認
定

さ
れ

ま
す

の
で

、
 

 
（
 
 
）
の

中
に
○
が

つ
い
て

い
る
場
合

、
原
則
と

し
て

自
立

し
て

い
な

い
と

い
う
解

釈
に
な
り

ま
す
。
 

 

◎
 
上
肢
の
状
態
、
歩
行
能
力
及
び
起
立
位
の
状
況
 

 
(補

装
具
を
使
用
し
な
い
状
態
で
該
当
す
る
も
の
を
○
で
囲
む
) 

(1
) 

上
肢
で
下
げ
ら
れ
る
重
さ
 
[右

]：
正
常
 ・
（
 1
0k
g 
・
 5
kg
 ）

以
内
可
能
 ・

 不
能
 

 
[左

]：
正
常
 ・
（
 1
0k
g 
・
 5
kg
 ）

以
内
可
能
 ・

 不
能
 

(2
) 

歩
行
で
き
る
距
離
 
 
 
 
 
 
 
正
常
 ・
（
 2
km
 ・

 1
km
 ・

 1
00
ｍ
 ・

 1
0ｍ

 ）
以
上
困
難
 ・

 不
能
 

(3
) 

起
立
位
保
持
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正
常
 ・
（
  
1
時
間
 ・

 3
0
分
間
 ・

 1
0
分
 ）

以
上
困
難
 ・

 不
能
 

(4
) 

片
脚
起
立
 
 
 
 
 
 
 
[右

]：
可
 ・

不
安
定
・
不
可
 
 
[左

]：
可
 ・

不
安
定
・
不
可

 



↓
↓

↓

右
左

 
 

備
考

※
　

注
×

印
は

、
筋

力
が

消
失

又
は

著
減

（
筋

力
0
,1

,2
該

当
）

○
印

は
、

筋
力

正
常

又
は

や
や

減
（
筋

力
4
,5

該
当

）

６
．

　
D

IP
そ

の
他

対
立

内
外

転
等

の
表

示
は

必
要

に
応

じ
備

考
欄

を
用

い
る

。

外
旋

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

底
屈

（
　

　
　

　
）

関
節

可
動

域
（
R
O

M
）
と

筋
力

テ
ス

ト
（
M

M
T

）
　

（
こ

の
表

は
必

要
な

部
分

を
記

入
）

9
0
  
 6

0
  
  
3
0
  
  
 0

  
  
 3

0
  
 6

0
  
  
9
0
  
 1

2
0
  
1
5
0
 1

8
0

1
8
0
  
1
5
0
  
1
2
0
  
9
0
  
  
6
0
  
 3

0
  
  
 0

  
  
3
0
  
  
6
0
  
  
9
0

1
8
0
  
1
5
0
  
1
2
0
  
9
0
  
  
6
0
  
 3

0
  
  
 0

  
  
3
0
  
  
6
0
  
  
9
0

（
　

　
　

　
）
左

屈

（
　

　
　

　
）
左

屈

頸
（
　

　
　

　
）
前

屈
　

後
屈

（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
前

屈

（
　

　
　

　
）
伸

展

手前
腕

9
0
  
 6

0
  
  
3
0
  
  
 0

  
  
 3

0
  
 6

0
  
  
9
0
  
 1

2
0
  
1
5
0
 1

8
0

（
　

　
　

　
）
底

屈
背

屈
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
外

旋
内

旋
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
外

転
内

転
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

環 小

1
8
0
  
1
5
0
  
1
2
0
  
9
0
  
  
6
0
  
 3

0
  
  
 0

  
  
3
0
  
  
6
0
  
  
9
0

肘

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

中

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

小

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

母 示

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

中 環

（
　

　
　

　
）
回

外
回

内
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
掌

屈
背

屈
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
外

旋
内

旋
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
屈

曲
伸

展
（
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
）
外

転
内

転
（
　

　
　

　
）

　
後

屈
（
　

　
　

　
）

筋
力

テ
ス

ト
（
　

　
）

筋
力

テ
ス

ト
（
　

　
）

関
節

可
動

域

↓

股 膝 足

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
背

屈

屈
曲

（
　

　
　

　
）

筋
力

テ
ス

ト
（
　

　
）

関
節

可
動

域

↓

筋
力

テ
ス

ト
（
　

　
）

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
内

転

（
　

　
　

　
）
回

内

（
　

　
　

　
）
背

屈

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
内

転

（
　

　
　

　
）
内

旋

肩体
幹

（
　

　
　

　
）
内

旋

外
転

（
　

　
　

　
）

右
屈

（
　

　
　

　
）

右
屈

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

外
転

（
　

　
　

　
）

外
旋

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

回
外

（
　

　
　

　
）

掌
屈

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

↓

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

屈
曲

（
　

　
　

　
）

9
0
  
 6

0
  
  
3
0
  
  
 0

  
  
 3

0
  
 6

0
  
  
9
0
  
 1

2
0
  
1
5
0
 1

8
0

母 示

中 手 指 節

( M P )

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

中

近 位 指 節

( P I P )

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展

（
　

　
　

　
）
伸

展
環 小母 示 中 環 母 示小

屈
曲

（
　

△
　

）

１
．

　
関

節
可

動
域

は
、

他
動

的
可

動
域

を
原

則
と

す
る

。
２

．
  

関
節

可
動

域
は

、
基

本
肢

位
を

０
度

と
す

る
日

本
整

形
外

科
学

会
、

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

医
学

会
の

指
定

す
る

表
示

法
と

す
る

。
３

．
　

関
節

可
動

域
の

図
示

は
│

　
　

│
の

よ
う

に
両

端
に

太
線

を
引

き
、

そ
の

間
を

矢
印

で
結

ぶ
。

強
直

の
場

合
は

、
強

直
肢

位
に

（
　

　
）
を

引
く

。
４

．
　

筋
力

に
つ

い
て

は
、

表
（
　

　
）
内

に
×

△
○

印
を

記
入

す
る

。

（
　

×
　

）
伸

展
例

示

７
．

　
図

中
塗

り
つ

ぶ
し

た
部

分
は

参
考

的
正

常
範

囲
外

の
部

分
で

、
反

張
膝

等
の

異
常

可
動

は
こ

の
部

分
に

は
み

出
し

記
入

と
な

る
。

△
印

は
、

筋
力

半
減

（
筋

力
3
該

当
）

５
．

　
（
P
IP

）
の

項
で

母
指

は
（
IP

）
関

節
を

指
す

。



脳
原

性
運
動

機
能
障

害
用
 

（
該

当
す
る

も
の
を

○
で
囲

む
こ
と

）
 

１
 

上
肢
機

能
障
害

 

ア
 

両
上

肢
機
能

障
害
 

<紐
ひ

も

結
び
テ

ス
ト
結

果
>
 

１
度

目
の
１

分
間
 

 
 
 

 
 
本

 

２
度

目
の
１

分
間
 

 
 
 

 
 
本

 

３
度
目

の
１
分

間
 
 

 
 
 

 
本
 

４
度
目

の
１
分

間
 
 

 
 
 

 
本
 

５
度
目

の
１
分

間
 
 

 
 
 

 
本
 

計
 
 

 
 
 

 
 
 

 
本
 

 
 

イ
 

一
上
肢

機
能
障

害
 

<
５
動

作
の
能

力
テ
ス

ト
結
果
>
 

ａ
 
封

筒
を

鋏は
さ

み

で
切

る
時
に

固
定
す

る
。
 

 
（
・

可
能
 

・
不
可

能
）
 

ｂ
 
財

布
か
ら

硬
貨
を

出
す
。

 
 
 

 
 
 

（
・
可

能
 
・

不
可
能

）
 

ｃ
 
傘

を
さ
す

。
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
・
可

能
 
・

不
可
能

）
 

ｄ
 
健

側
の
爪つ

め

を
切
る

。
 
 

 
 
 

 
 
 

（
・
可

能
 
・

不
可
能

）
 

ｅ
 
健

側
の
そ

で
口
の

ボ
タ
ン

を
留
め

る
。
 

（
・
可

能
 
・

不
可
能

）
 

 
２

 
移

動
機
能

障
害
 

<下
肢
・

体
幹
機

能
評
価

結
果
>
 

 
 

ａ
 
つ

た
い
歩

き
を
す

る
。
 

 
 
 

 
 
 

 （
・

可
能

 
・
不

可
能
）

 

 
 

ｂ
 
支

持
な
し

で
立
位

を
保
持

し
、
そ

の
後
  

 
 

 
１
０

ｍ
歩
行

す
る
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 （
・

可
能

 
・
不

可
能
）

 

ｃ
 
椅

子
い

す

か
ら

立
ち
上

り
、
１

０
ｍ
歩

行
し
 
 
（

・
可
能

 
・
不

可
能
）

 

 
再
び

椅
子

い
す

に
座

る
 

。
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
秒
 

ｄ
 
５

０
ｃ
ｍ

幅
の
範

囲
内
を

直
線
歩

行
す
る

。（
・

可
能

 
・
不

可
能
）

 

ｅ
 
足

を
開
き

、
し
ゃ

が
み
こ

ん
で
再

び
立
ち

上
が
る

 

（
・

可
能

 
・
不

可
能
）

 

 注
 

こ
の

様
式
は

、
乳
幼

児
期
以

前
の
非

進
行
性

の
脳
病

変
に
よ

る
運
動

機
能
障

害
に
用

い
る
。
 

  

備
考
 

 
上
肢
機
能
テ
ス
ト
の
具
体
的
方
法
 

 
ア
 
紐ひ

も

結
び
テ
ス
ト
 

 
 
事
務
用
と
じ
紐ひ

も

（
概
ね
４
３
ｃ
ｍ
規
格
の
も
の
）
を
使
用
す
る
。
 

①
 
と
じ
紐ひ

も

を
机
の
上
、
被
験
者
前
方
に
図
の
よ
う
に
 

置
き
並
べ
る
。
 

②
 
被
験
者
は
手
前
の
紐ひ

も

か
ら
順
に
紐ひ

も

の
両
端
を
つ
ま
ん
で
、
 

軽
く
ひ
と
結
び
す
る
。
 

注
 
○
 
上
肢
を
体
や
机
に
押
し
付
け
て
固
定
し
て
は
い
け
な
い
。
 

 
 
○
 
手
を
机
上
に
浮
か
し
て
結
ぶ
こ
と
。
 

③
 
結
び
目
の
位
置
は
問
わ
な
い
。
 

④
 
紐ひ

も

が
落
ち
た
り
、
位
置
か
ら
外
れ
た
と
き
に
は
検
査
担
当
者
が
戻
す
。
 

⑤
 
紐ひ

も

は
検
査
担
当
者
が
随
時
補
充
す
る
。
 

⑥
 
連
続
し
て
５
分
間
行
つ
て
も
、
休
み
時
間
を
置
い
て
５
回
行
つ
て
も
よ
い
。
 

イ
 
５
動
作
の
能
力
テ
ス
ト
 

ａ
 
封
筒
を

鋏は
さ

み

で
切
る
時
に
固
定
す
る
 

 
 
患
手
で
封
筒
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
固
定
し
、
健
手
で
鋏
を
用
い
封
筒
を
切
る
。
 

 
患
手
を
健
手
で
持
っ
て
封
筒
の
上
に
の
せ
て
も
よ
い
。
封
筒
の
切
る
部
分
を
テ
ー
ブ
ル
の
端
 

か
ら
出
し
て
も
よ
い
。

鋏は
さ

み

は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
て
も
よ
い
。
 

ｂ
 
財
布
か
ら
硬
貨
を
出
す
 

 
 
財
布
を
患
手
で
持
ち
、
空
中
に
支
え
（
テ
ー
ブ
ル
面
上
で
は
な
く
）、

健
手
で
硬
貨
を
出
す
。

ジ
ッ
パ
ー
を
開
け
て
閉
め
る
こ
と
を
含
む
。
 

ｃ
 
傘
を
さ
す
 

 
 
開
い
て
い
る
傘
を
空
中
で
支
え
、
１
０
秒
間
以
上
ま
つ
す
ぐ
支
え
て
い
る
。
立
位
で
は
 

な
く
座
位
の
ま
ま
で
よ
い
。
肩
に
担
い
で
は
い
け
な
い
。
 

ｄ
 
健
側
の
爪つ

め

を
切
る
 

 
 
大
き
め
の
爪つ

め

切
り
（
約
１
０
ｃ
ｍ
）
で
特
別
の
細
工
の
な
い
も
の
を
患
手
で
持
つ
て
行
う
。 

ｅ
 
健
側
の
そ
で
口
の
ボ
タ
ン
を
留
め
る
 

 
の
り
の
効
い
て
い
な
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
健
肢
に
そ
で
だ
け
通
し
、
患
手
で
そ
で
口
の
ボ
タ
 

ン
を
か
け
る
。
女
性
の
被
験
者
の
場
合
も
男
性
用
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
用
い
る
。

 

 



 
心

臓
の

機
能

障
害

の
状

態
及

び
所

見
（

1
8
歳

以
上

用
）

 
   

（
該

当
す

る
も

の
を

○
で

囲
む

こ
と

。
）

 

  
１

 
臨

床
所

見
（

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
）

 

 
ア

 
動

悸き

 （
 有

 ・
 無

 ）
 

キ
 
浮

腫し
ゅ

 
（

 
有

 ・
 無

 
）

 
 

イ
 
息

切
れ
（

 
有

 
・

 
無

 
）

 
ク

 
心

拍
数
 
 
（
  
  
 
  
  
  
）

 

 
ウ

 
呼

吸
困

難
（

 
有

 
・

 
無

 
）

 
ケ

 
脈

拍
数
 
 
（
  
  
 
  
  
  
）

 

 
エ

 
胸

痛
（

 
有

 
・

 
無

 
）

 
コ

 
血

圧
 

（
最

大
 

最
小

 
）

 

 
オ

 
血

痰た
ん

（
 
有

 
・

 
無

 
）

 
サ

 
心

音
 

 
カ

 
チ

ア
ノ

ー
ゼ
（

 
有

 
・

 
無

 
）

 
シ

 
そ

の
他

の
臨

床
所

見
 

 
ス

 
重

い
不

整
脈

発
作

の
あ

る
場

合
は

、
そ

の
発

作
時

の
臨

床
症

状
，

頻
度

，
持

続
時

間
等

 

   
２

 
胸

部
エ

ッ
ク

ス
線

所
見

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
 

胸
 

比
 

 
 

（
 

 
 

 
）

 
   

３
 

心
電

図
所

見
（

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
）

 

 
ア

 
陳

旧
性

心
筋

梗
塞

こ
う

そ
く

 
（
 

有
 
・
 
無
 

）
 

 
イ

 
心

室
負

荷
像

 
（
 

有
<右

室
 

左
室
 
両
室
 

> 
・
 
無
 
）

 

 
ウ

 
心

房
負

荷
像

 
（
 

有
<右

房
 

左
房
 
両
房
 

> 
・
 
無
 
）

 

 
エ

 
脚

ブ
ロ

ッ
ク

 
（
 

有
 
・
 
無
 

）
 

 
オ

 
完

全
房

室
ブ

ロ
ッ

ク
 

（
 

有
 
・
 
無
 

）
 

 
カ

 
不
完
全
房
室
ブ
ロ
ッ
ク

 
（
 

有
 
第
 
 
度

 
・
 
無
 
）

 

 
キ

 
心

房
細

動
（
粗
動
）

 
（
 

有
 
・
 
無
 

）
 

 
ク

 
期

外
収

縮
 

（
 

有
 
・
 
無
 

）
 

 
ケ

 
Ｓ

Ｔ
の

低
下

 
（
 

有
 
 
 
ｍ
Ｖ

 
・
 
無
 
）

 

 
コ

 
第

Ⅰ
誘

導
、

第
Ⅱ

誘
導

及
び

胸
部

誘
導

（
た

だ
し

、
Ⅴ

1
を

除
く

。
）

の
い

ず
れ

か
の

 
 

 
 

 
 

 
Ｔ

の
逆

転
（

 
有

 
・

 
無

 
）

 
 

サ
 
運

動
負

荷
心

電
図

に
お

け
る

Ｓ
Ｔ

の
0
.
1
ｍ

Ｖ
以

上
の

低
下

 
（

 
有

 
・

 
無

 
）

 
  

シ
 
そ

の
他

の
心

電
図

所
見

 
 

  
ス

 
不

整
脈

発
作

の
あ

る
者

で
は

発
作

中
の

心
電

図
所

見
（

発
作

年
月

日
記

載
）

 

 

     

    
  
４

 
活

動
能

力
の

程
度

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

   
 

ア
 

家
庭

内
で

の
普

通
の

日
常

生
活

活
動

若
し

く
は

社
会

で
の

極
め

て
温

和
な

日
常

生
活

活
動

 

  
 

 
に

つ
い

て
は

支
障

が
な

く
、

そ
れ

以
上

の
活

動
で

も
著

し
く

制
限

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

も
の

 

  
 

 
又

は
こ

れ
ら

の
活

動
で

は
心

不
全

症
状

若
し

く
は

狭
心

症
症

状
が

起
こ

ら
な

い
も

の
 

   
 

イ
 

家
庭

内
で

の
普

通
の

日
常

生
活

活
動

若
し

く
は

社
会

で
の

極
め

て
温

和
な

日
常

生
活

活
動

 

  
 

 
に

は
支

障
が

な
い

が
、

そ
れ

以
上

の
活

動
は

著
し

く
制

限
さ

れ
る

も
の

又
は

頻
回

に
頻

脈
発

 

  
 

 
作

を
繰

り
返

し
、

日
常

生
活

若
し

く
は

社
会

生
活

に
妨

げ
と

な
る

も
の

 
   

 
ウ

 
家

庭
内

で
の

普
通

の
日

常
生

活
活

動
又

は
社

会
で

の
極

め
て

温
和

な
日

常
生

活
活

動
に

は
 

  
 

 
支

障
が

な
い

が
、

そ
れ

以
上

の
活

動
で

は
心

不
全

症
状

又
は

狭
心

症
症

状
が

起
こ

る
も

の
 

   
 

エ
 

家
庭

内
で

の
極

め
て

温
和

な
日

常
生

活
活

動
に

は
支

障
が

な
い

が
、

そ
れ

以
上

の
活

動
で

 

  
 

 
は

心
不

全
症

状
若

し
く

は
狭

心
症

症
状

が
起

こ
る

も
の

又
は

頻
回

に
頻

脈
発

作
を

起
こ

し
、

 

  
 

 
救

急
医

療
を

繰
り

返
し

必
要

と
し

て
い

る
も

の
 

   
 

オ
 

安
静

時
若

し
く

は
自

己
身

辺
の

日
常

生
活

活
動

で
も

心
不

全
症

状
若

し
く

は
狭

心
症

症
状

 

  
 

 
が

起
こ

る
も

の
又

は
繰

り
返

し
て

ア
ダ

ム
ス

ス
ト

ー
ク

ス
発

作
が

起
こ

る
も

の
 

     
５

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
 

（
 
有

 ・
 
無

 
）（

 
 

年
 

 
月

 
 

日
施

行
）
 

体
内

植
込

み
型

除
細

動
器

 
（

 
有

 ・
 
無

 
）（

 
 

年
 

 
月

 
 

日
施

行
）
 

 
 
 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
等

の
適

応
度

（
 

ク
ラ

ス
Ⅰ

 
・

 
ク

ラ
ス

Ⅱ
 

・
 

ク
ラ

ス
Ⅲ

 
）

 

身
体

活
動

能
力

（
運

動
強

度
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

 
 

 
メ

ッ
ツ

）
 

 ６
 

人
工

弁
移

植
・

弁
置

換
 （

有
（

 
 

弁
）
・
 
無

 
）
（

 
 

年
 

 
月

 
 

日
施

行
）
 

心
臓

移
植

 
（

 
有

 ・
 
無

 
）（

 
 

年
 

 
月

 
 

日
施

行
）
 

 

 

      

※
活

動
能

力
の
程

度
と
等

級
の
関

係
は
次

の
と
お

り
作
ら

れ
て
い

る
。

 
ア

：
非

該
当
 

 
イ
・

ウ
：
４

級
相
当

 
 
エ

：
３
級

相
当
 

 
オ
：

１
級
相

当
 



 
心

臓
の

機
能

障
害

の
状

態
及

び
所

見
（

1
8
歳

未
満

用
）

 
 

 （
該

当
す

る
も

の
を

○
で

囲
む

こ
と

。
）

 
  

１
 

臨
床

所
見

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 
ア

 
著

し
い

発
育

障
害

 （
 有

 
・

 無
 ）

 オ
 
チ

ア
ノ

ー
ゼ

 
（

 有
 
・

 
無

 ）
 

 
イ

 
心

音
・

心
雑

音
の

異
常
（

 有
 
・

 無
 ）

 カ
 
肝

腫し
ゆ

大
 

（
 有

 
・

 
無

 ）
 

 
ウ

 
多

呼
吸

又
は

呼
吸

不
全
（

 有
 
・

 無
 ）

 ケ
 
浮

腫
 

（
 有

 
・

 
無

 ）
 

 
エ

 
運

動
制

限
（

 有
 
・

 無
 ）

 

  
２

 
検

査
所

見
 

（
１

）
 

胸
部

エ
ッ

ク
ス

線
所

見
（

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
）

 
ア
 

心
胸
比
０
．
５

６
以
上
（
有
・
無

）
 

イ
 

肺
血
流
量
増
又

は
減
 
（
有
・
無

）
 

ウ
 

肺
静
脈
う
っ
血

像
 
 
（
有
・
無

）
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
 

胸
 

比
 
 

（
 

 
 

 
）

 

  
（

２
）

 
心

電
図

所
見

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 
ア

 
心

室
負

荷
像

 
[ 

有
（
右
室
 
左
室
 
両
室
）
 
・
 

無
 

] 

 
イ

 
心

房
負

荷
像

 
[ 

有
（
右
房
 
左
房
 
両
房
）
 
・
 

無
 

] 

 
ウ

 
病

的
不

整
脈

 
[種

類
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

]（
有
・
無
）

 

 
エ

 
心

筋
障

害
像

 
[所

見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

]（
有
・
無
）

 

  
（

３
）

 
心

エ
コ

ー
図

、
冠

動
脈

造
影

所
見

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 
ア

 
冠
動
脈
の

狭
窄さ

く

又
は
閉
塞そ

く

 
 
 
（

 
有
 
・
 
無
 

）
 

 
イ

 
冠

動
脈

瘤り
ゆ

う

又
は

拡
張

 
 
 
（
 
有
 
・
 
無
 
）

 

 
ウ

 
そ

の
他

 

  
３

 
養

護
の

区
分

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 
 

(1
) 

６
箇

月
～

１
年

ご
と

の
観

察
 

  
 

(2
) 

１
箇

月
～

３
箇

月
ご

と
の

観
察

 

  
 

(3
) 

症
状

に
応

じ
て

要
医

療
 

  
 

(4
) 

継
続

的
要

医
療

 

  
 

(5
) 

重
い

心
不

全
、

低
酸

素
血

症
、

ア
ダ

ム
ス

ス
ト

ー
ク

ス
発

作
又

は
狭

心
症

発
作

で
 

  
 

  
継

続
的

医
療

を
要

す
る

も
の

 

 

 
※
養

護
の
区

分
と
等

級
の
関

係
は
次

の
よ
う

に
作

ら
れ
て

い
る
。

 
（

１
）：

非
該

当
 
 

（
２
）
・（

３
）
：
４

級
相

当
 
 

（
４
）
：
３

級
相
当

 
 

（
５

）：
１
級

相
当

 

  

 

４
 

 ペ
ー

ス
メ

ー
カ
 

（
 
有

 
・

 
無

 
）

（
 

 
年

 
 

月
 

 
日

施
行

）
 

 
人

工
弁

移
殖

・
弁

置
換

 
（

有
（

 
 

弁
）

・
 
無

 
）

 
（

 
 

年
 

 
月

 
 

日
施

行
）

 

 
体

内
植

込
み

型
除

細
動

器
 

（
 
有

 
・

 
無

 
）

（
 

 
年

 
 

月
 

 
日

施
行

）
 

 
心

臓
移

植
 

 
  
  
  
  
（

 
有

 
・

 
無

 
）

（
 

 
年

 
 

月
 

 
日

施
行

）
 

 
 
 

  

 



腎じ
ん

臓
の

機
能

障
害

の
状

態
及

び
所

見
 

 
（

該
当

す
る
も

の
を
○

で
囲
む

こ
と
。
）
 

１
 
腎じ

ん

臓
の
機

能
（
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日

）
 

ア
 

内
因
性

ク
レ
ア

チ
ニ
ン

ク
リ
ア

ラ
ン
ス

値
 （

 
ml

/分
）

測
定
不

能
 

イ
 

血
清
ク

レ
ア
チ

ニ
ン
濃

度
 

（
 

㎎
/d
l
）

 

ウ
 

血
清
尿

素
窒
素

濃
度
 

（
 

㎎
/d
l
）

 

エ
 
2
4
時

間
尿
量

 
（
 

ml
/日

）
 

オ
 

尿
所

見
 

（
 

）
 

２
 
そ

の
他
参

考
と
な

る
検
査

所
見
 

（
胸

部
エ

ッ
ク
ス

線
写
真

、
眼
底

所
見
、

心
電
図

等
）
 

３
 

臨
床

症
状

（
該

当
す

る
項

目
が

有
の

場
合

は
、

そ
れ

を
裏

づ
け

る
所

見
を

右
の

〔
 

 
〕

内
に

記

入
す

る
こ
と

。）
 

ア
 

腎じ
ん

不
全

に
基

づ
く
末

梢し
よ
う

神
経

症
状
 （

有
・

無
）

〔
 

 
 
 

 
 
 

 
 
〕

 

イ
 

腎じ
ん

不
全

に
基

づ
く
消

化
器
症

状
 

（
有

・
無

）
〔
食

思
不
振

 
悪
心

 
嘔お

う

吐
 

下
痢

〕
 

ウ
 

水
分
電

解
質
異

常
（

有
・

無
）
 

 
Ｎ
a
 

 
m
Eq

／
l 

 
 

 
Ｋ

 
 
mE
q
／
l
 

 
Ｃ
a
 

 
㎎

／
dl

 
 

 
 

Ｐ
 

 
㎎

／
d
l
 

 
浮

腫し
ゆ

 
乏

尿
 

多
尿
 

脱
水
 

肺
う
つ

血
 

 
そ

の
他

（
）

 

エ
 

腎じ
ん

不
全

に
基

づ
く
精

神
異
常

 
（

有
・

無
）

〔
〕

 

オ
 

エ
ッ
ク

ス
線
写

真
所
見

に
お
け

る
骨
異

栄
養
症

 

 
（

有
・

無
）

〔
高
度

 
中

等
度
 

軽
度
〕

 

カ
 

腎じ
ん

性
貧

血
 

（
有

・
無

）
Ｈ
b
 

 
g
／
d
l
 
Ｈ
t
 

 
％
 

 
赤

血
球

数
 

 
 
×
1
0
４
／
mm

３
 

キ
 

代
謝
性

ア
シ
ド

ー
シ
ス

 
（

有
・

無
）

〔
HC
O
３
 

 
 
mE
q
／
l
〕

 

ク
 

重
篤
な

高
血
圧

症
 

（
有

・
無

）
最

大
血

圧
／
最

小
血
圧

 

 
／
 

mm
Hg
 

ケ
 

腎じ
ん

不
全

に
直

接
関
連

す
る
そ

の
他
の

症
状
 

 
（

有
・

無
）

〔
〕
 

 
 

 
 

 

４
 
現

在
ま

で
の
治

療
内
容

 

ア
 

慢
性

透
析
療

法
の
実

施
の
有

無
 
 

有
（
回

数
 
 

／
週
）
・
無

 

（「
有

」
の

場
合
は

イ
も
記

載
す
る

こ
と
。
）
 

イ
 

透
析

導
入
日

（
 
 

年
 
 

月
 
 

日
）
 

５
 
日

常
生

活
の
制

限
に
よ

る
分
類

（
慢
性

透
析
療

法
を
実

施
し
て

い
る
場

合
は
、

透
析
導

入
前
の

 

状
態

で
記
入

す
る
こ

と
。）

 

ア
 

家
庭

内
で

の
普

通
の

日
常

生
活

活
動

又
は

社
会

で
の

極
め

て
温

和
な

日
常

生
活

活
動

に
つ

い
て

支
障
が

な
く
、

そ
れ
以

上
の
活

動
で
も

著
し
く

制
限
さ

れ
る
こ

と
が
な

い
も
の

 

イ
 

家
庭

内
で

の
普

通
の

日
常

生
活

活
動

又
は

社
会

で
の

極
め

て
温

和
な

日
常

生
活

活
動

に
は

支
障

が
な
い

が
、
そ

れ
以
上

の
活
動

は
著
し

く
制
限

さ
れ
る

も
の
 

ウ
 

家
庭

内
で
の

極
め
て

温
和
な

日
常
生

活
活
動

に
は
支

障
が
な

い
が
、

そ
れ
以

上
の
活

動
は
著

 

し
く
制

限
さ
れ

る
も
の

 

エ
 

自
己

の
身
辺

の
日
常

生
活
活

動
を
著

し
く
制

限
さ
れ

る
も
の

 

６
 
そ

の
他

参
考
と

な
る
身

体
状
況

 

ア
 

身
長
 

㎝
 

イ
 

体
重
 

㎏
 

（
ド

ラ
イ

ウ
エ

イ
ト

 
㎏

）
 

ウ
 

血
清

ク
レ
ア

チ
ニ
ン

濃
度
等

 

検
査
日

 
 

 
 

 
 

Ｃ
ｒ

（
m
g/
d
l
）

 
 

 
 

 
 

Ｂ
Ｕ

Ｎ
（
mg

/d
l）

 
 

 
 

 
 

Ｈ
ｔ

（
％

）
 

 
 

 
 

 
 

 



呼
吸

器
の
機

能
障
害

の
状

態
及
び

所
見
 

（
該

当
す
る

も
の
を

○
で
囲

む
こ
と

。）
 

１
 

身
体
計

測
 

身
長

 
㎝
 

体
重
 

㎏
 

 ２
 

活
動
能

力
の
程

度
 

ア
 

激
し

い
運
動

を
し
た

時
だ
け

息
切
れ

が
あ
る

。
 

イ
 

平
坦

な
道
を

早
足
で

歩
く
、

あ
る
い

は
緩
や

か
な

上
り
坂

を
歩
く

時
に
息

切
れ
が

あ
る
。

 

ウ
 

息
切

れ
が
あ

る
の

で
、
同

年
代
の

人
よ
り

平
坦
な

道
を
歩

く
の

が
遅
い

、
あ
る

い
は
平

坦
な
道

を
自
分

の
ペ
ー

ス
で

歩
い
て

い
る
時

、
息
切

れ
の
た

め
に
立

ち
止
ま

る
こ

と
が
あ

る
。
 

エ
 

平
坦

な
道
を

約
10
0
m
、
あ

る
い
は

数
分

歩
く
と

息
切
れ

の
た
め

に
立
ち

止
ま
る

。
 

オ
 

息
切

れ
が
ひ

ど
く

家
か
ら

出
ら
れ

な
い
、
あ

る
い

は
衣
服

の
着
替

え
を
す

る
時
に

も
息
切

れ
が

あ
る
。

 
 ３
 

胸
部
エ

ッ
ク
ス

線
写
真

所
見
（

 
 
 

 
年
 

 
月

 
 
日

）
 

ア
 

胸
膜

癒ゆ

着
 

（
無

・
軽

度
・
中

等
度
・

高
度
）

 

イ
 

気
腫し
ゆ

化
 

（
無

・
軽

度
・
中

等
度
・

高
度
）

 

ウ
 

線
維

化
 

（
無

・
軽

度
・
中

等
度
・

高
度
）

 

エ
 

不
透

明
肺
 

（
無

・
軽

度
・
中

等
度
・

高
度
）

 

オ
 

胸
郭

変
形
 

（
無

・
軽

度
・
中

等
度
・

高
度
）

 

カ
 

心
・

縦
隔
の

変
形
 

（
無

・
軽

度
・
中

等
度
・

高
度
）

 

 
 

   

 

４
 

換
気
機

能
（
 

 
 
 

年
 
 

月
 
 

日
）

 

ア
 

予
測

肺
活
量

 
 

 
 

[・

[ 

[L
 

 
（

実
測
肺

活
量

 
 
  

[・

[ 

[L
）
 

イ
 

１
 

秒
 
量

 
 

 
 

[・

[ 

[L
 

 
（

実
測
努

力
肺

活
量
 

[・

[ 

[L
）
 

ウ
 

予
測

肺
活
量

１
秒

率
 

[ 

[・

[ 

[％
（

＝
 
 

×
10

0
）
 

（
ア

に
つ

い
て
は

、
下
記

の
予
測

式
を
使

用
し
て

算
出

す
る
こ

と
。）

 

アイ

  

 
肺

活
量
予

測
式
（
L
）

 

  
 

男
性
 
0
.0
4
5
×
身

長
(c

m)
－
0.

02
3
×

年
齢
(
歳
)
－
2.
2
58

 

 
 

女
性
 
0
.0
3
2
×
身

長
(c

m)
－
0.

01
8
×

年
齢
(
歳
)
－
1.
1
78

 

 
 

（
予
測

式
の
適

応
年
齢

は
男
性

18
-9
1
歳

、
女

性
18
-
95

歳
で

あ
り
、

適
応
年

齢
範
囲

外
の
 

 
 

症
例
に

は
使
用

し
な
い

こ
と
。
）
 

 

５
 

動
脈
血

ガ
ス
（

 
 
 

年
 
 

月
 
 

日
）
 

ア
 
Ｏ

２
分

圧
【

室
内
気

に
お
け

る
実
測

値
】
 

：
 

 
 
 

 
 
 
 
To
r
r
 

※
室
内

気
下
に

お
け
る

実
測
値

が
測
定

で
き
な

い
場
合

は
、
酸

素
吸
入

中
で
の

実
測
値

を
 

 
記
載

す
る
こ

と
。
 

 
 
 

 
【
酸

素
吸
入

中
で
の

実
測
値

】
 
 

 
 
 

 
 
 T
o
rr

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
酸
素

投
与
量

 
 
 

 
 
 

 
 
Ｌ

／
分
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
酸
素

投
与
の

方
法
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

イ
 
Ｃ

Ｏ
２
分
圧

 
：

[ 

[ 

[・

[T
or
r
 

ウ
 
ｐ

Ｈ
 

：

[・

[ 

[ 

エ
 
採

血
よ
り

分
析
ま

で
に
時

間
を
要

し
た
場

合
 
 

[ 

[時
間

[ 

[分
 

オ
 
耳

朶だ

血
を

用
い
た

場
合
：

[
]
 

 
 

６
 

そ
の
他

の
臨
床

所
見
 

     

 



 
ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能
障
害
の
状
態
及
び
所
見

 
   

〔
記
入
上
の
注
意
〕

 
   

・
「
ぼ
う
こ
う
機
能
障
害
」
、
「
直
腸
機
能
障
害
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
障
害
に
つ
い
て
の
み
記
載
し
、

 
  

 
両
方
の
障
害
を
併
せ
も
つ
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

 
  

・
１
～
３
の
各
障
害
及
び
障
害
程
度
の
等
級
の
欄
に
お
い
て
は
、
該
当
す
る
項
目
の
□
に

印
を
入
れ
、

 
  

 
必
要
事
項
を
記
述
す
る
こ
と
。

 
  
 ・

障
害
認
定
の
対
象
と
な
る
ス
ト
マ
に
つ
い
て
は
、
排
尿
・
排
便
の
た
め
の
機
能
を
も
ち
、
永
久
的
に
造

 
  

 
設
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

 

 

 １
．
ぼ
う
こ
う
機
能
障
害

 

  
□
 尿

路
変
向
(
更
)の

ス
ト
マ

 
 （

１
）
種
類
・
術
式

 
   

 
 
  

 
□
 腎

瘻
じ
ん

ろ
う

  
 
□
 腎

盂
瘻

じ
ん

う
ろ

う

 
  

①
 種

類
 
□
 尿

管
瘻ろ
う

 
 □

 ぼ
う
こ
う
瘻ろ
う

 
  

 
 
 
 
 □

 回
腸
(結

腸
)導

管
 

  
 
  
  
  
 
  
□
 そ

の
他
[ 

 
 
 
 
 
 
 ]

 
   

②
 術

式
：
[ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

] 
   

③
 手

術
日
：
[ 

  
 
 
年
 
 
月
 
 
日
] 

 
 

      
  
（
ス
ト
マ
及
び
び
ら
ん
の
部
位
等
を
図
示
）

 

  （
２
）
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
尿
処
理
の
状
態

 
   

 
○
 長

期
に
わ
た
る
ス
ト
マ
用
装
具
の
装
着
が
困
難

 
  

 
 
な
状
態
の
有
無
に
つ
い
て

 
  □

 有
 

 （
理
由
）

 
  
  
  

 
 □

 軽
快
の
見
込
み
の
な
い
ス
ト
マ
周
辺
の

 
  
  
  
  
  
  

皮
膚
の
著
し
い
び
ら
ん
が
あ
る
（
部
位
、

 
  

 
 
 
  
 大

き
さ
に
つ
い
て
図
示
）

 
  
  
 
 
 
□
 ス

ト
マ
の
変
形

 
  
  
  
 
 
□
 不

適
切
な
造
設
箇
所

 
  □

 無
 

  
□
 高

度
の
排
尿
機
能

障
害

 
 

  （
１
）
原
 因

 
  

□
 神

経
障
害

 
  

 
 
□
 先

天
性
：
[ 

 
 
 
 
 
 
  

  
] 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
（
例
：
二
分
脊
椎

せ
き

つ
い

 等
）

 
  

 
 
□
 直

腸
の
手
術

 
  
  

 
  

・
術
式
：
[ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

] 
  
 
  
  
  
 ・

手
術
日
：
[
 

 
 
年

 
月

 
日

] 
  

□
 自

然
排
尿
型
代
用
ぼ
う
こ
う

 
  
 
  
 ・

 術
式
：
[ 

  
  

 
 
 
 
 
 
 ]

 
  
  
  
・
 手

術
日
：
[ 

 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
] 

 （
２
）
排
尿
機
能
障
害
の
状
態
・
対
応

 
  

 
□
 カ

テ
ー
テ
ル
の
常
時
留
置

 
   

 
□
 自

己
導
尿
の
常
時
施
行

 
   

 
□
 完

全
尿
失
禁

 
  

 
□
 そ

の
他

 

 

 ２
．
直
腸
機
能
障
害

 

  
□
 腸

管
の
ス
ト
マ

 
 （

１
）
種
類
・
術
式

 
   

①
 種

類
 
□
 空

腸
・
回
腸
ス
ト
マ

 
  

 
 
 
 
 □

 上
行
・
横
行
結
腸
ス
ト
マ

 
  

 
 
 
 
 □

 下
行
・
Ｓ
状
結
腸
ス
ト
マ

 
  
  
  
  
  
 
 □

 そ
の
他
[ 

 
 
 
 
 
 
 ]

 
   

②
 術

式
：
[ 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
] 

   
③
 手

術
日
：
[ 

  
 
 
年
 
 
月
 
 
日
] 

         
  
（
ス
ト
マ
及
び
び
ら
ん
の
部
位
等
を
図
示
）

 

  （
２
）
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
便
処
理
の
状
態

 
   
  

○
 長

期
に
わ
た
る
ス
ト
マ
用
装
具
の
装
着
が
困
難

 
  
  
  
  
な
状
態
の
有
無
に
つ
い
て

 
  
  
  

□
 有

 
  
  
  
  
（
理
由
）

 
  
  
  

 
 □

 軽
快
の
見
込
み
の
な
い
ス
ト
マ
周
辺
の

 
  
  
  
  
  
  

皮
膚
の
著
し
い
び
ら
ん
が
あ
る
（
部
位
、

 
  
  
  
  
  
  
 大

き
さ
に
つ
い
て
図
示
）

 
  
  
  
 
 
□
 ス

ト
マ
の
変
形

 
  
  
  
 
 
□
 不

適
切
な
造
設
箇
所

 
   
  
  
□
 無

 

 
 

  
 
□
 治

癒
困
難
な
腸

瘻ろ
う

 
  （

１
）
原
 因

 
  
 ①

 放
射
線
障
害

 
  
  
 
□
 疾

患
名
：
[ 
  
  
 
  
  
  
  
  
  
 ]

 
   
 ②

 そ
の
他

 
  
  
  
□
 疾

患
名
：
[ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
] 

   （
２
）
瘻ろ
う

孔
の
数
：
[ 
 
 
 
  

  
  
  
 個

] 
          

  
（
腸
瘻ろ

う

及
び
び
ら
ん
の
部
位
等
を
図
示
）

   （
３
）
腸
瘻ろ
う

か
ら
の
腸
内
容
の
も
れ
の
状
態

 
  

 
 □

 大
部
分

 
   

 
 □

 一
部
分

 
   

（
４
）
腸
瘻ろ
う

に
お
け
る
腸
内
容
の
排
泄せ

つ

処
理
の
状
態

 
   
  

□
 軽

快
の
見
込
み
の
な
い
腸
瘻ろ
う

周
辺
の
皮
膚
の
著

 
  
  

 
し
い
び
ら
ん
が
あ
る
（
部
位
、
大
き
さ
に
つ
い

 
  
  

 
て
図
示
）

 
   
  
 □

 そ
の
他

 

 



  
□
 
高
度
の
排
便
機
能
障
害

 
 （

１
）
原
 因

 
  
 
□
 先

天
性
疾
患
に
起
因
す
る
神
経
障
害

 
  
 
 
 [
 
 
 
 
  

  
 
 
 
  

 
  

  
] 

  
 
 
  
 
  
 
  
  

 
 （

例
：
二
分
脊
椎

せ
き

つ
い

 
等
）

 
   
 □

 そ
の
他

 
  

 
 □

 先
天
性
鎖
肛こ
う

に
対
す
る
肛こ
う

門
形
成
術

 
  
  
  
  

 手
術
日
：
[ 

 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
] 

  
 
 □

 小
腸
肛こ
う

門
吻ふ

ん

合
術

 
  
  
  

 
 手

術
日
：
[ 

 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
] 

  （
２
）
排
便
機
能
障
害
の
状
態
・
対
応

 
  
 □

 完
全
便
失
禁

 
   
 □

 軽
快
の
見
込
み
の
な
い
肛こ
う

門
周
辺
の
皮
膚
の
著
し

 
  

 
 い

び
ら
ん
が
あ
る

 
   

□
 週

に
２
回
以
上
の
定
期
的
な
用
手
摘
便
が
必
要

 
   
 □

 そ
の
他

 

  
 

 
 ３

．
障
害
程
度
の
等
級

 

  
（
１
級
に
該
当
す
る
障
害
）
 
  
  
  
  
  
  
  
  

  
 
 
□
 
 腸

管
の
ス
ト
マ
に
尿
路
変
向
(更

)の
ス
ト
マ
を
併
せ
も
ち
、
か
つ
、
い
ず
れ
か
の
ス
ト
マ
に
お

 
  

 
 
 
い
て
排
便
・
排
尿
処
理
が
著
し
く
困
難
な
状
態
が
あ
る
も
の

 
  
 
 
  
 □

  
腸
管
の
ス
ト
マ
を
も
ち
、
か
つ
、
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
便
処
理
が
著
し
く
困
難
な
状
態
及
び
高

 
  

 
 
 
度
の
排
尿
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
  

 
 
□
 
 尿

路
変
向
(更

)の
ス
ト
マ
に
治
癒
困
難
な
腸
瘻
を
併
せ
も
ち
、
か
つ
、
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
尿

 
  

 
 
 
処
理
が
著
し
く
困
難
な
状
態
又
は
腸
瘻ろ

う

に
お
け
る
腸
内
容
の
排
泄せ
つ

処
理
が
著
し
く
困
難
な
状
態
が

 
  

 
 
 
あ
る
も
の

 
  
 
 
  
 □

  
尿
路
変
向
(更

)の
ス
ト
マ
を
も
ち
、
か
つ
、
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
尿
処
理
が
著
し
く
困
難
な
状

 
  

 
 
 
態
及
び
高
度
の
排
便
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
  
 
 
  
 □

 
治
癒ゆ

困
難
な
腸
瘻ろ

う

が
あ
り
、
か
つ
、
腸
瘻ろ
う

に
お
け
る
腸
内
容
の
排
泄せ

つ

処
理
が
著
し
く
困
難
な
状

 
  

 
 
 
態
及
び
高
度
の
排
尿
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
   
（
３
級
に
該
当
す
る
障
害
）
 
  
  
  
  
  
  
  
  

  
 
  
□
  
腸
管
の
ス
ト
マ
に
尿
路
変
向
(更

)
 の

ス
ト
マ
を
併
せ
も
つ
も
の

 
  

 
 
□
 
 腸

管
の
ス
ト
マ
を
も
ち
、
か
つ
、
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
便
処
理
が
著
し
く
困
難
な
状
態
又
は
高

 
  

 
 
 
度
の
排
尿
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
  

 
 
□
 
 尿

路
変
向
(更

)の
ス
ト
マ
に
治
癒ゆ

困
難
な
腸
瘻ろ
う

を
併
せ
も
つ
も
の

 
  

 
 
□
 
 尿

路
変
向
(更

)の
ス
ト
マ
を
も
ち
、
か
つ
、
ス
ト
マ
に
お
け
る
排
尿
処
理
が
著
し
く
困
難
な
状

 
  

 
 
 
態
又
は
高
度
の
排
便
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
  

 
 
□
 
 治

癒ゆ

困
難
な
腸
瘻ろ
う

が
あ
り
、
か
つ
、
腸
瘻ろ

う

に
お
け
る
腸
内
容
の
排
泄せ
つ

処
理
が
著
し
く
困
難
な
状

 
  

 
 
 
態
又
は
高
度
の
排
尿
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
  

 
 
□
 
 高

度
の
排
尿
機
能
障
害
が
あ
り
、
か
つ
、
高
度
の
排
便
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 
   
（
４
級
に
該
当
す
る
障
害
）
 
  
  
  
  
  
  
  
  

  
 
 
□
 
 腸

管
又
は
尿
路
変
向
(更

)の
ス
ト
マ
を
も
つ
も
の

 
  

 
 
□
 
治
癒ゆ

困
難
な
腸
瘻ろ
う

が
あ
る
も
の

 
  

 
 
□
 
高
度
の
排
尿
機
能
障
害
又
は
高
度
な
排
便
機
能
障
害
が
あ
る
も
の

 

 



 
小

腸
の

機
能

障
害

の
状

態
及

び
所

見
 

   
 
 
 
 
 
身

長
 

 
 

 
 

㎝
 

体
重

 
 

 
 

 
㎏

 
体

重
減

少
率

 
 

 
 

％
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

観
察

期
間

 
 

 
 

 
 

 
）

 
   

１
 

小
腸

切
除

の
場

合
 

  
 

(
1
)
 
手

術
所

見
：

 
・

切
除

小
腸

の
部

位
 

長
さ

 
 

 
㎝

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 ・
残

存
小

腸
の

部
位

 
長

さ
 

 
 
㎝

 

 ＜
手

術
施

行
医

療
機

関
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（

で
き

れ
ば

手
術

記
録

の
写

を
添

付
す

る
）
＞

 

  
 

(
2
)
 
小

腸
造

影
所

見
（

(
1
)
が

不
明

の
と

き
）

－
（

小
腸

造
影

の
写

を
添

付
す

る
）

 

  
 

 
 

推
定

残
存

小
腸

の
長

さ
・

そ
の

他
の

所
見

 

    
２

 
小

腸
疾

患
の

場
合

 

  
 
 
 
 

病
変

部
位

・
範

囲
・

そ
の

他
の

参
考

と
な

る
所

見
 

    
 

注
 

１
及

び
２

が
併

存
す

る
場

合
は

、
そ

の
旨

を
併

記
す

る
こ

と
。

 

 〔
参

考
図

示
〕

 

            
 
３

 
栄

養
維

持
の

方
法

（
該

当
項

目
に

○
を

す
る

。
）

 

   
   
 
 
①

 
中

心
静

脈
栄

養
法

：
 

・
 

開
始

日
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

・
 

カ
テ

ー
テ

ル
留

置
部

位
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

・
 

装
具

の
種

類
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

・
 

最
近

６
箇

月
間
の

実
施
状

況
 

（
最

近
６

箇
月

間
に

 
 

 
 

日
間

）
 

・
 

療
法

の
連

続
性

 
 （

 
 
 
 
持

続
的

 
 
・

 
 
間

欠
的

 
 
 
 
）

 

・
 

熱
量

 
 （

１
日

当
た

り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
K
c
a
l
）

 

  
   
   

 
②

 
経

腸
栄

養
法

：
 

・
 

開
始

日
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

・
 

カ
テ

ー
テ

ル
留

置
部

位
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

・
 

装
具

の
種

類
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

・
 

最
近

６
箇

月
間
の

実
施
状

況
 

（
最

近
６

箇
月

間
に

 
 

 
 

日
間

）
 

・
 

療
法

の
連

続
性

 
 （

 
 
 
 
持

続
的

 
 
・

 
 
間

欠
的

 
 
 
 
）

 

・
 

熱
量

 
 （

１
日

当
た

り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
K
c
a
l
）

 

 

③
 

経
 
口

 
摂

 
取

：
 

・
 

摂
取

の
状

態
 

 
（

普
通

食
 

 
軟

食
 

 
流

動
食

 
 

低
残

渣さ

食
）

 

・
 

摂
取

量
 
 
 
（

普
通

量
 

 
中

等
量

 
 

少
量

）
 

   
 
４

 
便

の
性

状
：

（
下

痢
、

軟
便

、
正

常
）

 
 

排
便

回
数

（
１

日
 

 
 

回
）

 

   
 
５

 
検

査
所

見
（

測
定

日
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
）

 

 
赤

血
球

数
 

／
m
m
3
 

血
色

素
量

 
g
／

d
l
 

 
血

清
総

蛋
白

た
ん

ぱ
く

濃
度

 
g
／

d
l
 

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
濃

度
 

g
／

d
l
 

 
血

清
総

ｺ
ﾚ
ｽ
ﾃ
ﾛ
ｰ
ﾙ
濃

度
 

m
g
／

d
l
 

中
性

脂
肪

 
m
g
／

d
l
 

 
血

清
ナ

ト
リ

ウ
ム

濃
度

 
m
E
q
／

ｌ
 

血
清

カ
リ

ウ
ム

濃
度

 
m
E
q
／

ｌ
 

 
血

清
ク

ロ
ー

ル
濃

度
 

m
E
q
／

ｌ
 

血
清

マ
グ
ネ

シ
ウ
ム

濃
度

 
m
E
q
／

ｌ
 

 
血

清
カ

ル
シ

ウ
ム

濃
度

 
m
E
q
／

ｌ
 

 

 

 

  注
 

 
 
１

 
手

術
時

の
残

存
腸

管
の

長
さ

は
、

腸
間

膜
付

着
部

の
距

離
を

い
う

。
 

 
 
２

 
中

心
静

脈
栄

養
法

及
び

経
腸

栄
養

法
に

よ
る

１
日

当
た

り
熱

量
は

、
１

週
間

の
平

均
値

に
よ

る
 

 
 
 
 
も

の
と

す
る

。
 

 
 
３

 
「

経
腸

栄
養

法
」

と
は

、
経

管
に

よ
り

成
分

栄
養

を
与

え
る

方
法

を
い

う
。

 

 
 
４

 
小

腸
切

除
（

等
級

表
１

級
又

は
３

級
に

該
当

す
る

大
量

切
除

の
場

合
を

除
く

。
）

又
は

小
腸

疾
 

 
 

患
に

よ
る

小
腸

機
能

障
害

の
障

害
程

度
に

つ
い

て
は

再
認

定
を

要
す

る
。

 

 
 
５

 
障

害
認

定
の

時
期

は
、

小
腸

大
量

切
除

の
場

合
は

手
術

時
を

も
つ

て
行

う
も

の
と

し
、

そ
れ

 

 
 

以
外

の
小

腸
機

能
障

害
の

場
合

は
６

箇
月

の
観

察
期

間
を

経
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 



  
ヒ

ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

免
疫

の
機

能
障

害
の

状
態

及
び

所
見

（
１

３
歳

以
上

用
）

 
  

 １
 

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
確

認
日

及
び

そ
の

確
認

方
法

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

を
確

認
し

た
日

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
   

 
（

２
）

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
か

１
つ

の
検

査
に

よ
る

確
認

が
必

要
で

あ
る

。
 

  （
１

）
Ｈ

Ｉ
Ｖ

の
抗

体
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

法
の

結
果

 

 

 
 

 検
 

査
 

法
 

 検
 

査
 

日
 

 検
査

結
果

 
 

 
判

 
定

 
結

 
果

 
 

 
年

 
 

月
 
 

日
 

 
陽

性
、

 
陰

性
 

  
 
注

 
酵

素
抗

体
法

（
E
L
I
S
A
）

、
粒

子
凝

集
法

（
P
A
）

、
免

疫
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

法
（

I
C
）

等
 

  
 

の
う

ち
１

つ
を

行
う

こ
と

。
 

  （
２

）
抗

体
確

認
検

査
又

は
Ｈ

Ｉ
Ｖ

病
原

検
査

の
結

果
 

 
 

 検
 

査
 

名
 

 検
 

査
 

日
 

 検
査

結
果

 
 

  抗
体

確
認

検
査

の
結

果
  

   
 
 
年

 
 
月

 
 
日

  
 陽

性
、

 
陰

性
 

  Ｈ
Ｉ

Ｖ
病

原
検

査
の

結
果

 
 

   
 
 
年

 
 
月

 
 
日

  
 陽

性
、

 
陰

性
 

  
 
注

 １
 

「
抗

体
確

認
検

査
」

と
は

、
W
e
s
t
e
r
n
 
B
l
o
t
法

、
蛍

光
抗

体
法

（
I
F
A
）

等
の

検
査

を
い

う
。

 
  

  
 ２

 
「

Ｈ
Ｉ

Ｖ
病

原
検

査
」

と
は

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

抗
原

検
査

、
ウ

イ
ル

ス
分

離
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

等
の

検
査

 
  

 
 

を
い

う
。

 
 ２

 
エ

イ
ズ

発
症

の
状

況
 

  
 

Ｈ
Ｉ

Ｖ
に

感
染

し
て

い
て

、
エ

イ
ズ

を
発

症
し

て
い

る
者

の
場

合
は

、
次

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

 
 指

標
疾

患
と

そ
の

診
断

根
拠

 
 

 

 

  
注

 
「

指
標

疾
患

」
と

は
、

「
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
た

め
の

H
I
V
感

染
症

/
A
I
D
S
診

断
基

準
」

（
厚

 
  

 
 

生
省

エ
イ

ズ
動

向
委

員
会

、
1
9
9
9
）

に
規

定
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 
 

 

 
 回

復
不

能
な

エ
イ

ズ
合

併
症

の
た

め
 

 介
助

な
し

で
の

日
常

生
活

 
 

 不
 

 
能

 
 

・
 

 
可

 
 

能
 

 

  ３
 

C
D
4
陽

性
T
リ

ン
パ

球
数

(
/

μ
l
)
 

 
 検

 
 

査
 

 
日

 
検

 
 

 
査

 
 

 
値

 
 

 平
 

 
均

 
 

値
 

 

  
 
 
 
年

 
 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
/

μ
l
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
/

μ
l
 

  
 

年
 

 
 

月
 

 
 
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
/

μ
l
 

  
注

 
左

欄
に

は
、

４
週

間
以

上
間

隔
を

お
い

て
実

施
し

た
連

続
す

る
２

回
の

検
査

値
を

記
載

し
、

 
  

 
右

欄
に

は
そ

の
平

均
値

を
記

載
す

る
こ

と
。

 
  ４

 
検

査
所

見
及

び
日

常
生

活
活

動
制

限
の

状
況

 
 （

１
）

検
査

所
見

 

 
検

 
査

 
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
  

 
 
 
 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

  

白
 
血

 
球

 
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
/

μ
l
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
/

μ
l
 

  
検

 
査

 
日

 
 

 
 
 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
  

 
 
 
 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

  

Ｈ
ｂ

量
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
g
/
d
l
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
g
/
d
l
 

  
検

 
査

 
日

 
 

 
 
 
 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

  
 
 
 
 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

  

血
 
小

 
板

 
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
/

μ
l
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
/

μ
l
 

  
検

 
査

 
日

 
 

 
 
 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
  

 
 
 
 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

  

H
I
V
-
R
N
A
量

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
c
o
p
y
/
m
l
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c
o
p
y
/
m
l
 

  
注

 
４

週
間

以
上

の
間

隔
を

お
い

て
実

施
し

た
連

続
す

る
２

回
以

上
の

検
査

結
果

を
記

入
す

る
こ

と
。

 
  

 
 

検
査
所
見
の
該
当
数

[ 
 
 
 

 
個

]…
…
①

 
 

 
 

 
 

 



 （
２

）
日

常
生

活
活

動
制

限
の

状
況

 
  

 
 
 
以

下
の

日
常

生
活

活
動

制
限

の
有

無
に

つ
い

て
該

当
す

る
方

を
○

で
囲

む
こ

と
。

 

  
日

常
生

活
活

動
制

限
の

内
容

 
 

 左
欄

の
状

況
 

 の
有

無
 

 

 １
日

に
１

時
間

以
上

の
安

静
臥が

床
を

必
要

と
す

る
ほ

ど
の

強
い

倦
怠

け
ん

た
い

感
及

び
易

疲
労

 

が
月

に
７

日
以

上
あ

る
。

 

  有
 
・

 
無

 

 健
常

時
に

比
し

1
0
％

以
上

の
体

重
減

少
が

あ
る

。
 

 有
 
・

 
無

 

 月
に

７
日

以
上

の
不

定
の

発
熱

(
3
8
℃

以
上

)
が

２
箇

月
以

上
続

く
。

 
 有

 
・

 
無

 

 １
日

に
３

回
以

上
の

泥
状

な
い

し
水

様
下

痢
が

月
に

７
日

以
上

あ
る

。
 

 有
 
・

 
無

 

 １
日

に
２

回
以

上
の

嘔
吐

あ
る

い
は

３
０

分
以

上
の

嘔
気

が
月

に
７

日
以

上
あ

る
。

 
 有

 
・

 
無

 

 「
千

葉
県

身
体

障
害

認
定

基
準

」
第

９
ヒ

ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

免
疫

の
 

  機
能

障
害

１
の

（
１

）
の

ア
の

ｊ
に

示
す

日
和

見
感

染
症

の
既

往
が

あ
る

。
 

  有
 
・

 
無

 

 生
鮮

食
料

品
の

摂
取

禁
止

等
の

日
常

生
活

活
動

上
の

制
限

が
必

要
で

あ
る

。
 

 有
 
・

 
無

 

 軽
作

業
を

超
え

る
作

業
の

回
避

が
必

要
で

あ
る

。
 

 有
 
・

 
無

 

 日
常

生
活

活
動

制
限

の
数

[
 

 
 

 
個

]
 

･
･
･
･
･
･
 

②
 

  
注

 
 

  
 

１
 

｢
日

常
生

活
活

動
制

限
の

数
｣
の

欄
に

は
｢
有

｣
を

○
で

囲
ん

だ
合

計
数

を
記

載
す

る
。
 

 
 

 
 

２
 
 
｢
生

鮮
食

料
品

の
摂

取
禁

止
｣
の

他
に

、
｢
生

水
の

摂
取

禁
止

｣
、

｢
脂

質
の

摂
取

制
限

｣
、

｢
長

 
  

 
 

期
に

わ
た

る
密

な
治

療
｣
、

｢
厳

密
な

服
薬

管
理

｣
、

｢
人

混
み

の
回

避
｣
が

同
等

の
制

限
に

該
当

 
  

 
 

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 
  

 
 

回
復

不
能

な
エ

イ
ズ

合
併

症
の

た
め

介
助

 

な
し

で
の

日
常

生
活

 
 

不
 

 
能

 
 

・
 

 
可

 
 

能
 

 

 
C
D
4
陽

性
Ｔ

リ
ン

パ
球

数
の

平
均

値
(
/

μ
l
)
 

/
μ
l

 
検

査
所

見
の

該
当

数
（

①
）

 
個

 
 

 
日

常
生

活
活

動
制

限
の

該
当

数
(
②

)
 

個

 
 

 
 

 
 

   

                                      



ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
の
状
態
及
び
所
見
(１

３
歳
未
満
用
) 

  
 １

 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
確
認
日
及
び
そ
の
確
認
方
法

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
確
認
し
た
日
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 
   

 
小
児
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
（
１
）
及
び
（
２
）
の
検
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。

 
  

 
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
検
査
に
よ
る
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
周
産
期
に
母
親
が

 
  

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
検
査
時
に
生
後
１
８
箇
月
未
満
の
小
児
に
つ
い
て
は
、
更
に
以
下
の

（
１
）
の
検
査
に
加
え
て
、
（
２
）
の
う
ち
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
病
原
検
査
の
結
果
」
又
は
（
３
）
の
検
査
に
よ
る
確
認
が

必
要
で
あ
る
。

 
 （

１
）
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
抗
体
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
法
の
結
果

 

 

 
 

 検
 
査
 
法

 
 検

 
査
 
日

 
 検

査
結
果

 
 

判
 定

 結
 果

 
 

年
  

月
  

日
 

陽
性
、
 
陰
性

 

  
 注

 
酵
素
抗
体
法
（
EL
IS
A）

、
粒
子
凝
集
法
（
PA
）
、
免
疫
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
法
（
IC
）
等
の
う
ち

 
  

 
一
つ
を
行
う
こ
と
。

 
 （

２
）
抗
体
確
認
検
査
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
病
原
検
査
の
結
果

 

 
 

 検
 
査
 
名

 
 検

 
査
 
日

 
 検

査
結
果

 
 

抗
体

確
認

検
査

の
結

果
 

 
年
 
 月

 
 日

 
陽
性
、
 
陰
性

 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
病
原
検
査
の
結
果

 
 

年
 
 月

 
 日

 
陽
性
、
 
陰
性

 

  
 注

 １
  
｢抗

体
確
認
検
査
｣と

は
、
We
st
er
n 
Bl
ot
法
、
蛍
光
抗
体
法
(I
FA
)等

の
検
査
を
い
う
。

 
  

 
２
  
｢Ｈ

Ｉ
Ｖ
病
原
検
査
｣と

は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
検
査
、
ウ
イ
ル
ス
分
離
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
等
の
検
査
を
い
う
。

 
 （

３
）
免
疫
学
的
検
査
所
見

 

 
検
 査

 日
 

  
  
  
  
  
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

 
 

Ｉ
ｇ
Ｇ

 
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
 
 
 
mg
/d
l
 

  
検
 査

 日
 

  
  
  
  
  
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

 
 

 全
リ
ン
パ
球
数
(①

) 
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
/μ
l
 

 
 

 
 

 
 

 C
D4
陽
性
Tリ

ン
パ
球
数
(②

)
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
/μ
l
 

 全
リ
ン
パ
球
数
に
対
す
る
CD
4
陽
性

 
 T
リ
ン
パ
球
数
の
割
合
([
②
]/
[①

])
 

   
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
 
 
％

 

 C
D8
陽
性
Tリ

ン
パ
球
数
(③

)
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
/μ
l
 

 C
D4
/C
D8
比
([
②
]/
[③

])
 

 

 ２
 
障
害
の
状
況

 
 （

１
）
免
疫
学
的
分
類

 

 
検
 査

 日
 

 
  

年
  
 月

  
 日

 
 免

疫
学
的
分
類

 
 

 C
D4
陽
性
Tリ

ン
パ
球
数

 
  
  
  
  
  
  

/μ
l
 

 重
度
低
下
・
中
等
度
低
下
・
正
 
 
常

 
 全

リ
ン
パ
球
数
に
対
す
る
CD
4
 

 陽
性
Tリ

ン
パ
球
数
の
割
合

 
   
  
  
  
  
  
 ％

 
 

 重
度
低
下
・
中
等
度
低
下
・
正
 
 
常

 

  
注
 
｢免

疫
学
的
分
類
｣欄

で
は
「
千
葉
県
身
体
障
害
認
定
基
準
」
第
９
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

 
  

 
免
疫
の
機
能
障
害
２
の
（
２
）
の
イ
に
よ
る
程
度
を
○
で
囲
む
こ
と
。

 
 （

２
）
臨
床
症
状

 
  

 
 
以
下
の
臨
床
症
状
の
有
無
（
既
往
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
該
当
す
る
方
を
○
で
囲
む
こ
と
。

 
  
  
 ア

  
重
度
の
症
状

 
  

 
 
 
指
標
疾
患
が
み
ら
れ
、
エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ
る
小
児
の
場
合
は
、
次
に
記
載
す
る
こ
と
。

 

 
 指

標
疾
患
と
そ
の
診
断
根
拠

 
 

 

 

  
 注

  
｢指

標
疾
患
｣
と
は
、
｢サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
HI
V感

染
症
/A
ID
S診

断
基
準
｣(
厚
生
省
エ
イ
ズ

 
  

 
動
向
委
員
会
、
19
99
)に

規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

 
 

  
 
イ
 
中
等
度
の
症
状

 
 

 
 臨

 
 
 
 
 
床
 
 
 
 
 
症
 
 
 
 
 
状

 
 症

状
の
有
無

 
 

 3
0日

以
上
続
く
好
中
球
減
少
症
(＜

1,
00
0/

μ
l
) 

  
有
 ・

 無
 

 3
0日

以
上
続
く
貧
血
(＜

Hb
 8
g/
dl
) 

  
有
 ・

 無
 

 3
0日

以
上
続
く
血
小
板
減
少
症
(＜

10
0,
00
0/

μ
l
) 

  
有
 ・

 無
 

 １
箇
月
以
上
続
く
発
熱

 
  
有
 ・

 無
 

 反
復
性
又
は
慢
性
の
下
痢

 
  
有
 ・

 無
 

 生
後
１
箇
月
以
前
に
発
症
し
た
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

 
  
有
 ・

 無
 

 生
後
１
箇
月
以
前
に
発
症
し
た
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
気
管
支
炎
、
肺
炎
又
は
食
道
炎

 
  
有
 ・

 無
 

 生
後
１
箇
月
以
前
に
発
症
し
た
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症

 
  
有
 ・

 無
 

 



 
 ６

箇
月
以
上
の
小
児
に
２
箇
月
以
上
続
く
口
腔く
う

咽い
ん

頭
カ
ン
ジ
ダ
症

 
  
有
 ・

 無
 

 

 反
復
性
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
口
内
炎
(１

年
以
内
に
２
回
以
上
) 

  
有
 ・

 無
 

 ２
回
以
上
又
は
二
つ
の
皮
膚
節
以
上
の
帯
状
疱
疹

ほ
う

し
ん

 
  
有
 ・

 無
 

 細
菌
性
の
髄
膜
炎
、
肺
炎
ま
た
は
敗
血
症

 
  
有
 ・

 無
 

 ノ
カ
ル
ジ
ア
症

 
  
有
 ・

 無
 

 播は

種
性
水
痘

 
  
有
 ・

 無
 

 肝
炎

 
  
有
 ・

 無
 

 心
筋
症

 
  
有
 ・

 無
 

 平
滑
筋
肉
腫し
ゆ

 
  
有
 ・

 無
 

 Ｈ
Ｉ
Ｖ
腎じ

ん

症
 

  
有
 ・

 無
 

 
 

 
 臨

床
症
状
の
数
[ 

 
 
 
 
 
個
] 

･･
･･
･･
 
①

 
 

 

  
注
  
｢臨

床
症
状
の
数
｣の

欄
に
は
｢有

｣を
○
で
囲
ん
だ
合
計
数
を
記
載
す
る
こ
と
。

 
   
  
 ウ

 
軽
度
の
症
状

 

 
 臨

 
 
 
 
 
床
 
 
 
 
 
症
 
 
 
 
 
状

 
 症

状
の
有
無

  

 リ
ン
パ
節
腫し
ゆ

脹
(２

箇
所
以
上
で
0.
5㎝

以
上
。
対
称
性
は
１
箇
所
と
み
な
す
。
)
 

  
有
 ・

 無
 

 肝
腫し

ゆ

大
 

  
有
 ・

 無
 

 脾ひ

腫し
ゆ

大
 

  
有
 ・

 無
 

 皮
膚
炎

 
  
有
 ・

 無
 

 耳
下
腺せ

ん

炎
 

  
有
 ・

 無
 

 反
復
性
又
は
持
続
性
の
上
気
道
感
染

 
  
有
 ・

 無
 

 反
復
性
又
は
持
続
性
の
副
鼻
腔く

う

炎
 

  
有
 ・

 無
 

 反
復
性
又
は
持
続
性
の
中
耳
炎

 
  
有
 ・

 無
 

 臨
床
症
状
の
数
[ 

 
 
 
 
 
個
] 

･･
･･
･･
 
②

 

  
注
 
「
臨
床
症
状
の
数
」
の
欄
に
は
「
有
」
を
○
で
囲
ん
だ
合
計
数
を
記
載
す
る
こ
と
。

 

 



肝
臓

の
機

能
障

害
の

状
態

及
び

所
見

１
　

肝
臓

移
植

　
記

載
は

省
略

可
能

で
あ

る
。

２
　

障
害

の
変

動
に

関
す

る
因

子

　
対

象
と

し
な

い
。

３
　

肝
臓

機
能

障
害

の
重

症
度

点
点

注
　 1

　
　

記
入

す
る

こ
と

。
2 3 4

注
　

肝
臓

移
植

を
行

っ
た

者
で

あ
っ

て
、

抗
免

疫
療

法
を

実
施

し
て

い
る

者
は

、
２

、
３

及
び

４
の

肝
臓

移
植

の
実

施

抗
免

疫
療

法
の

実
施

有
　

・
　

無

有
　

・
　

無

概
ね

ℓ
概

ね
ℓ

な
し

・
軽

度
・

中
程

度
以

上

検
査

日
（

第
 
2
 
回

）

　
　

年
　

　
月

　
　

日
　

年
　

　
月

　
　

日

状
　

　
態

点
　

　
数

第
１

回
検

査

注
　

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
又

は
積

極
的

治
療

未
実

施
に

１
つ

で
も

該
当

す
る

も
の

は
、

障
害

認
定

の

g
/
㎗

実
施

年
月

日
年

　
　

　
月

　
　

　
日

状
　

　
態

点
　

　
数

検
査

日
（

第
 
1
 
回

）

な
し

・
軽

度
・

中
程

度
以

上

％

な
し

・
Ⅰ

・
Ⅱ

Ⅲ
・

Ⅳ
・

Ⅴ

腹
　

　
　

水

血
清

総
ビ

リ
ル

ビ
ン

値

肝
　

性
　

脳
　

症

血
清

ア
ル

ブ
ミ

ン
値

プ
ロ

ト
ロ

ン
ビ

ン
時

間

3
.
0
㎎

/
㎗

超

7
0
％

超

2
.
0
㎎

/
㎗

未
満

％

軽
度

2
.
8
～

3
.
5
ℊ
/
㎗

な
し

3
.
5
ℊ
/
㎗

超
2
.
8
ℊ
/
㎗

未
満

4
0
％

未
満

㎎
/
㎗

２
点

な
し

㎎
/
㎗

昏
睡

（
Ⅲ

以
上

）

g
/
㎗

な
し

・
Ⅰ

・
Ⅱ

Ⅲ
・

Ⅳ
・

Ⅴ

　
摂

取
　

・
　

非
摂

取

　
実

施
　

・
　

未
実

施

第
２

回
検

査

　
摂

取
　

・
　

非
摂

取

　
実

施
　

・
　

未
実

施

1
8
0
日

以
上

ア
ル

コ
ー

ル
を

摂
取

し
て

い
な

い

改
善

の
可

能
性

の
あ

る
積

極
的

治
療

を
実

施

３
点

体
重

が
概

ね
4
0
㎏

以
下

の
者

に
つ

い
て

は
、

薬
剤

に
よ

る
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

可
能

な
も

の
を

軽
度

と
し

、
薬

剤
に

よ
つ

て
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
な

い
も

の
を

中
程

度
以

上
と

す
る

。

　
腹

水
は

、
原

則
と

し
て

超
音

波
検

査
、

体
重

の
増

減
及

び
穿

刺
に

よ
る

排
出

量
を

勘
案

し
て

　
9
0
日

以
上

1
8
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検
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P
u
g
h
分

類
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よ
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脳
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8
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ま
れ

る
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概

ね
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度
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脳
症

又
は

腹
水

の
項

目
を

含
む
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％
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○

で
囲
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～
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～
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検
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、
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３
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す
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強
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